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わ
が
名
東
郡
佐
那
河
内
村
は
、
明
治

22
年
町
村
制
施
行
か
ら
1
1
6
年
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
間
、
ど
こ
と
も
合
併
を
せ
ず
、

村
を
興
し
、
全
国
町
村
会
か
ら
2
度
の

優
良
村
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
な
ど
、
数
々

の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
に
生
き
づ
く

一
郡
一
村
の
珍
し
い
存
在
で
す
。

　
明
治
4
年
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
阿
波

藩
は
徳
島
県
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
年

11
月
に
名
東
県
と
改
称
さ
れ
、
明
治
9

年
ま
で
わ
ず
か
6
年
間
と
い
う
短
い
間

で
は
あ
っ
た
が
、
名
東
と
い
う
呼
称
は

県
名
に
も
そ
の
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
国
は
、
今
後
、
行
財
政
改
革
を
更
に

進
め
、
重
要
課
題
で
あ
る
医
療
、
福
祉
、

年
金
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
方

分
権
、
三
位
一
体
改
革
の
名
の
も
と
、

合
法
新
法
に
よ
り
小
規
模
町
村
の
合
併

が
推
進
さ
れ
ま
す
。

　
本
村
も
、
合
併
推
進
の
た
め
徳
島
市

の
中
核
市
を
視
野
に
入
れ
た
合
併
構
想

の
勉
強
会
へ
の
参
加
要
請
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
今
後
も
勉
強
会
へ
の
参
加

要
請
を
議
会
と
行
い
、
合
併
推
進
の
た

め
の
準
備
を
進
め
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
村
に
は
、
県
下
に
誇
り
う
る
宝
物
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
農
産
物
で
は
、

全
国
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
し
、
こ
の
ほ
ど

毎
日
新
聞
社
に
よ
る
地
方
自
治
大
賞
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
「
も
も
い
ち
ご
」、

神
山
町
と
並
ん
で
県
下
の
特
産
品
で
あ

る
「
す
だ
ち
」、
貯
蔵
み
か
ん
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
す
す
め
て
い
る
「
大
福
み
か

ん
」、
「
し
い
た
け
」
「
ほ
そ
ね
ぎ
」

等
々
、
農
業
の
元
気
は
村
の
元
気
と
位

置
づ
け
、
農
業
振
興
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

　
環
境
の
面
で
は
、
農
業
集
落
排
水
事

業
に
よ
り
、
農
村
下
水
道
整
備
を
進
め
、

合
併
浄
化
槽
設
置
と
合
わ
せ
、
85
パ
ー

セ
ン
ト
の
整
備
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
風
力
発
電
が
、

県
下
で
初
め
て
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
大

川
原
高
原
一
帯
に
大
型
風
力
発
電
施
設

15
基
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
完

成
す
る
と
、
県
下
一
の
風
力
発
電
の
村

と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
あ
じ
さ
い
3
万
本
の
咲
き

誇
る
高
原
、
自
然
観
察
の
拠
点
「
県
立

生
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
」
ロ
グ
ハ
ウ

ス
、
美
し
い
星
空
観
察
の
天
体
観
測
施

設
、
ご
み
分
別
収
集
の
推
進
を
は
じ
め

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
道
路
愛
護

会
、
河
川
一
斉
清
掃
等
、
全
村
民
参
加

の
環
境
美
化
運
動
の
取
り
組
み
は
、
数

十
年
も
続
け
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

　
行
政
の
基
本
は
、
税
の
賦
課
の
公
平

性
、
完
納
を
め
ざ
す
微
収
の
公
平
性
、

事
務
事
業
に
充
当
す
る
予
算
執
行
の
公

平
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

　
平
成
15
年
度
決
算
に
よ
る
村
の
税
の

微
収
率
は
99
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
と
県
下

一
位
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
永
年
ト
ッ
プ

で
あ
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
住
民

と
行
政
の
信
頼
関
係
が
担
保
さ
れ
て
い

る
証
と
し
て
誇
ら
し
い
限
り
で
す
。

　
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、
美
味

し
い
水
を
大
切
に
す
る
農
業
の
営
み
を

通
じ
て
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流
を
め

ざ
す
果
樹
オ
ー
ナ
ー
制
会
員
2
0
0
人

を
足
掛
か
り
と
し
て
、
自
か
ら
農
業
に

取
り
組
む
市
民
農
園
で
作
物
を
育
て
る

喜
び
、
収
穫
す
る
喜
び
、
食
す
る
喜
び

を
体
験
す
る
。
さ
ら
に
、
村
の
風
土
と

温
か
い
人
情
に
触
れ
、
体
験
か
ら
定
住

３
戸
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
丸
田

地
区
果
樹
オ
ー
ナ
ー
園
主
会
の
取
り
組

み
は
、
中
山
間
直
接
支
払
事
業
を
活
用

す
る
事
業
展
開
と
共
に
、
今
後
退
職
を

迎
え
る
団
塊
の
世
代
の
農
業
回
帰
へ
の

足
掛
か
り
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
は
、
こ
れ
ら
住
民
の
意
欲
的
な
諸

活
動
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
に
、

道
路
を
改
良
し
、
下
水
道
を
整
備
し
、

地
震
、
台
風
災
害
等
情
報
連
絡
施
設
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
式
防
災
無
線
施
設
、

高
度
情
報
化
対
応
と
し
て
、
公
共
施
設

並
び
に
、
各
戸
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

平成17年度施政方針施政方針施政方針
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整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
情
報
の
過
疎
か
ら
の
脱
却
、
心
の

過
疎
か
ら
の
脱
却
を
図
り
な
が
ら
佐
那

河
内
に
魅
力
を
感
じ
、
定
住
を
希
望
さ

れ
る
人
々
に
は
、
住
環
境
、
教
育
環
境
、

福
祉
環
境
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
土
に
触
れ
、
き
れ
い
な
空
気
と
山
河

の
織
り
な
す
四
季
折
々
の
風
情
と
、
そ

こ
に
暮
ら
す
人
々
の
温
か
い
触
れ
あ
い
、

集
落
環
境
の
維
持
発
展
を
約
束
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
編
成
と
実
践
が
こ
こ
に
暮

ら
す
者
の
次
世
代
へ
の
使
命
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
先
ず
、
17
年
度
地
方
交
付
税
は
前
年

を
上
回
る
額
が
、
確
保
さ
れ
た
こ
と
に

安
堵
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
予
算
並
び
に
事
務
事
業

に
関
連
す
る
当
面
の
行
政
課
題
と
し
て

は
、

1
、
市
町
村
合
併
の
推
進

2
、
徳
島
バ
ス
廃
止
対
策

3
、
地
域
情
報
化
の
推
進

4
、
住
宅
耐
震
診
断
事
業

5
、
ゴ
ミ
減
量
化
分
別
収
集
の
徹
底

　
　
再
使
用
再
利
用
の
普
及
推
進

6
、
農
業
振
興
対
策

7
、
鳥
獣
害
対
策

8
、
簡
易
水
道
再
編
推
進
事
業

9
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

10
、
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

11
、
介
護
保
険
制
度
見
直
し

12
、
子
育
て
支
援
事
業

13
、
教
育
の
振
興
　
2
学
期
制
施
行

　
　
生
涯
学
習
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　
　
小
中
学
校
改
築
検
討
委
員
会
設
置

　
　
地
産
地
消
の
推
進

　
等
が
あ
り
ま
す
。

　
役
場
の
改
革
で
は
、

1
、
課
の
統
廃
合
を
進
め
、
５
課
を
総

務
企
画
課
・
産
業
建
設
課
・
住
民
課
・

健
康
福
祉
課
の
4
課
と
し
て
、
再
編
を

行
い
事
務
事
業
を
配
分
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

2
、
次
に
特
別
職
給
与
・
議
会
議
員
報

酬
・
職
員
管
理
職
手
当
（
村
長
10
％
、

助
役
5
％
、
村
議
会
議
員
10
％
、
課
長

2
％
、
主
幹
2
％
）
の
削
減
を
17
年
度

も
継
続
し
て
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
去
る
3
月
1
日
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
し
、
答
申
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

3
、
ま
た
農
業
委
員
会
委
員
定
数
を
削

減
に
も
取
り
組
み
17
年
度
の
選
挙
か
ら

15
人
を
13
人
へ
定
数
を
削
減
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

4
、
役
場
職
員
も
平
成
14
年
度
以
来
、

削
減
に
取
り
組
み
17
年
3
月
31
日
ま
で

に
退
職
11
人
、
採
用
5
人
と
な
り
、
6

人
の
削
減
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
結
び
と
し
て
、

　
基
本
構
想
「
清
流
」「
交
流
」「
定
流
」

を
基
本
と
し
、
過
疎
自
立
促
進
計
画
の

も
と
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
バ
ラ
ン

ス
を
計
り
、
数
あ
る
村
の
宝
物
を
誇
り

と
し
て
、
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
構
築

の
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
し
、
集
落
の
維
持
と
団
体
育
成
、
農

村
特
有
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
で
き
る

よ
う
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
村
議
会
は
じ
め
、
村
民
各
位
の
ご
指

導
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

施政方針
「清流」「交流」「定流」
基本構想

訂正

広報１月号　Ｐ2

年頭のごあいさつ中

市町村合併について2行目

いずれ合併が必要→

　どちらかといえば合併が必要
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平
成
7
年
度
予
算

年

村
が
平
成
17
年
度
に
行
う
施
策
や
事
業
の
も
と
に
な

年

る

平
成
17
年
度
予
算
が
、

年

3
月
定
例
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

　
一
般
的
な
施
策
を
進
め
る
一
般
会
計
予
算
は
、23
億
８
０
０
０
万
円（
前
年

度
比
△
６
億
８
７
０
０
万
円  
22
・
４
％
減
）、国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
の

５
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
合
計
は
15
億
５
９
２
５
万
円（
前
年
度
比
１
４
６

２
万
円 

 

０
・
９
％
増
）で
、こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
村
の
予
算
総
額
は
、39
億

３
９
２
５
万
円（
前
年
度
比
△
６
億
７
２
３
８
万
円 

 

15
・
６
％
減
）と
な
り

ま
す
。

10年間の総額推移状況

0
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48
億
９
９
６
９
万
円

51
億
５
１
４
１
万
円

47
億
１
３
４
５
万
円

54
億
０
５
０
０
万
円

45
億
９
１
０
８
万
円

45
億
２
７
５
０
万
円

46
億
１
４
７
８
万
円

44
億
４
３
６
６
万
円

46
億
１
１
６
３
万
円

39
億
３
９
２
５
万
円

平
成
８
年

平
成
９
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

（億円）

（　）は前年対比

（9.1）
（5.1）

（△8.5）

（14.7）

（△15.1）（△1.4） （△3.7）（1.9） （3.8）

（△15.6）

　
本
年
度
の
本
村
の
予
算
は
、
ほ
と
ん

ど
の
大
型
補
助
事
業
が
終
了
し
、
前
年

度
と
比
べ
一
般
会
計
で
６
億
８
７
０
０

万
円
規
模
が
縮
小
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
村
の
財
政
は
既
に
予
算

規
模
を
遙
か
に
上
回
る
村
債
残
高
を
抱

え
、
村
債
の
償
還
に
伴
う
財
政
の
硬
直

化
が
進
ん
で
お
り
、
加
え
て
村
税
等
の

自
主
財
源
が
少
な
く
、
国
に
大
き
く
依

存
す
る
財
政
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
さ
ら
に
逼
迫
し
た
国
の
財
政
状
況

の
直
接
的
な
影
響
を
受
け
る
た
め
、
厳

し
い
財
政
運
営
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
前
年
度
に
も
増
し
限
ら

れ
た
財
源
の
重
点
的
配
分
と
経
費
支
出

の
効
率
化
を
徹
底
し
、
経
常
経
費
全
般

に
つ
い
て
徹
底
し
た
節
減
合
理
化
を
推

進
す
る
一
方
、当
面
の
重
点
課
題
で
あ
る

１
・
生
活
関
連
基
盤
・
産
業
基
盤
の
整

　
備

２
・
廃
棄
物
処
理
や
ゴ
ミ
の
減
量
化
の

　
推
進
等
の
環
境
対
策

３
・
少
子
・
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
地

　
域
福
祉
対
策

４
・
中
山
間
地
の
立
地
条
件
を
活
か
し

　
た
農
業
振
興
（
徳
島
ブ
ラ
ン
ド
育
成

　
事
業
等
）

５
・
教
育
・
文
化
の
振
興

６
・
消
防
防
災
施
設
の
整
備
（
木
造
住

　
宅
耐
震
事
業
等
）

な
ど
を
勘
案
し
つ
つ
予
算
の
編
成
を
行

ない
ま
し
た
。

い　
一
般
会
計
予
算
で
は
、
前
年
度
予
算

と
比
べ
、
村
税
は
92
万
円
微
増
（
固
定

資
産
税
）、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
も

総
額
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
歳
入
に
占

め
る
依
存
率
は
前
年
34
・
２
％
か
ら
47

・
５
％
と
激
増
し
て
い
ま
す
。（
予
算

の
半
分
近
く
は
地
方
交
付
税
に
頼
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

　
不
足
す
る
財
源
の
確

保
に
あ
た
っ
て
は
、国
・

県
等
補
助
金
を
可
能
な

限
り
見
込
む
ほ
か
、
地

方
債
の
借
入
れ
、
各
種

基
金
（
貯
金
）
の
取
崩

し
（
本
年
度
は
３
億
７

万
円
）
に
よ
っ
て
賄
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
基

金
残
高
は
減
少
の
一
途

を
た
ど
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
今
後
と
も
毎
年
恒
常

的
に
多
額
の
一
般
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
新
た
な
視
点
か
ら

抜
本
的
な
行
財
政
改
革

を
実
施
し
、
本
村
の
財

政
の
健
全
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
村
と
し
て
は
、
行
政
継
続
で
き
る
よ

う
経
費
削
減
や
合
理
化
に
努
め
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は

数
年
の
う
ち
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
大
幅

に
落
と
す
か
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
負

担
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

〈一般会計＋特別会計＋当初予算額〉
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自

歳　入
23億

8,000万円

依

存

主主財主財

財

源
財
源
財

源
（78.378.3％）

（（（21.721.7 ）％）％）））

繰入金
12.6％

3億0,007万円

分担金及び手数料　1.1％　2,618万円
財産収入　0.6％　1,347万円

繰越金・その他　1.0％　2,528万円
村税　6.4％　1億5,237万円

国庫支出金　2.8％　6,526万円
地方譲与税等　5.2％　1億2,473万円

県支出金
12.4％

2億9,499万円

村債
10.4％

2億2 4,765万円

地方交付税
47.5％
11億

3,000万円

歳　出
23億

8,000万円

議会費　2.2％　5,201万円
災害復旧費　1.5％　3,594万円

2億3,621万円

諸支出金　0.1％　150万円
商工費　1.7％　4,123万円

消防費  1.1％　
　2,592万円2

予備費　0.1％　342万円

農林水産業費
24.3％

5億7,945万円

総務費 10.3％
2億4,518万円

公債費
21.5％

5億1,275万円

土木費  5.6％
1億3,199万円

民生費
15.6％

3億7,049万円

教育費  6.1%
1億4,391万円

衛生費  9.9％

【
歳
　
入
】

　
歳
入
予
算
構
成
グ
ラ
フ
を
見
て
く
だ

さ
い
。
村
税
や
繰
入
金
（
積
み
立
て
た

基
金
か
ら
取
り
崩
し
、
歳
入
予
算
に
計

上
）
な
ど
村
独
自
の
収
入
で
あ
る
自
主

財
源
は
５
億
１
７
３
７
万
円
で
全
体
の

21
・
７
％
で
、
残
り
の
収
入
は
地
方
交

付
税
、
村
債
、
国
・
県
支
出
金
な
ど
に

頼
る
依
存
財
源
で
78
・
３
％
で
す
。

　
平
成
17
年
度
の
村
税
は
、
前
年
度
に

比
べ
92
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歳
入
の
47
・
５
％
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
、
地
方
の
財
政
状
況
に

応
じ
、
国
が
一
定
の
基
準
で
交
付
す
る

お
金
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
村
の
借
金

で
あ
る
村
債
は
２
億
４
７
６
５
万
円
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
歳
　
出
】

　
歳
出
予
算
構
成
グ
ラ
フ
を
見
て
く
だ

さ
い
。

　
農
林
水
産
業
費
（
５
億
７
９
４
５
万

円
）
で
は
、
徳
島
ブ
ラ
ン
ド
育
成
事
業

（
も
も
苺
の
畝
固
定
栽
培
施
設
事
業
、

椎
茸
発
生
施
設
設
備
事
業
等
）、
鳥
獣

害
対
策
事
業
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
対
策
事
業
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
今
年
は
、
土
木
費
の

中
に
木
造
住
宅
耐
震
事
業
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
ほ
か
に
公
債
費
、総
務
費
、民
生
費
、

衛
生
費
、消
防
費
、教
育
費
、
議
会
費
、

災
害
復
旧
費
、
商
工
費
、
諸
支
出
金
、

予
備
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成17年度  会計別予算の概要
伸び率は前年度当初予算対比　△はマイナス

区　　分

総　　　　　額

一　般　会　計

特　別　会　計

簡 易 水 道

老 人 保 健

介護保険事業

国 民 健 康
保 険 事 業

農 業 集 落
排 水 事 業

39億3,925万円

23億8,000万円

15億5,925万円

3億3,182万円

2億5,632万円

4億4,270万円

1億9,897万円

3億2,944万円

△15.6

△22.4

0.9

△5.1

83.5

0

△28.9

△0.9

予　算　額 伸び率（％）
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３
月
定
例
議
会

平
成
17
年

当
初
予
算

補
正
予
算

条
例
案
件

単
行
案
件

人
事
案
件

第
１
号
　
平
成
17
年
度
佐
那
河
内
村
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

第
２
号
　
平
成
17
年
度
佐
那
河
内
村
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

第
３
号
　
平
成
17
年
度
佐
那
河
内
村
簡
易
水

道
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

第
４
号
　
平
成
17
年
度
佐
那
河
内
村
老
人
保

健
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

第
５
号
　
平
成
17
年
度
佐
那
河
内
村
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

第
６
号
　
平
成
17
年
度
佐
那
河
内
村
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

第
７
号
　
平
成
16
年
度
佐
那
河
内
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

　
平
成
16
年
度
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
２
億
８

３
３
８
万
３
０
０
０
円
を
減
額
し
34
億
１
９

９
５
万
円
と
し
た
。
補
助
金
の
確
定
な
ど
に

よ
る
も
の
。

第
８
号
　
平
成
16
年
度
佐
那
河
内
村
簡
易
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

　
平
成
16
年
度
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
１
２
６

０
万
円
を
減
額
し
１
億
３
８
４
０
万
円
と
し

た
。
国
道
４
３
８
号
取
合
移
設
工
事
な
ど
の

減
に
よ
る
も
の
。

第
９
号
　
平
成
16
年
度
佐
那
河
内
村
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　
平
成
16
年
度
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
３
２
９

０
万
円
を
減
額
し
２
億
４
７
０
７
万
円
と
し

た
。
施
設
整
備
工
事
及
び
施
設
管
理
費
の
減

に
よ
る
も
の
。

第
10
号
　
平
成
16
年
度
佐
那
河
内
村
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

　
平
成
16
年
度
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
１
６
０

０
万
円
を
減
額
し
３
億
１
６
７
１
万
６
０
０

０
円
と
し
た
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
減

に
よ
る
も
の
。

第
11
号
　
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
12
号
　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
第
11
号
第
12
号
は
平
成
17
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
、
村

議
会
議
員
の
報
酬
月
額
を
10
％
、
村
長
の
給

料
月
額
を
10
％
、
助
役
の
給
料
月
額
を
５
％

削
減
し
人
件
費
の
節
減
に
努
め
る
も
の
。

第
13
号
　
佐
那
河
内
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
不
動
産
登
記
法
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

第
14
号
　
佐
那
河
内
村
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
な
ど
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
。

第
15
号
　
佐
那
河
内
村
農
業
委
員
会
委
員
定

数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
法
第
12
条
第
２
号
委
員
を
２
名
減
員
し
、

定
数
を
13
名
と
す
る
も
の
。

第
19
号
　
佐
那
河
内
村
課
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
５
課
２
局
体
制
か
ら
４
課
２
局
体
制
に
課

を
統
廃
合
し
、
執
行
体
制
を
整
備
し
行
政
の

効
率
化
を
図
る
も
の
。

第
20
号
　
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
25
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
地
域
に
旅
行
す

る
場
合
の
日
当
を
定
額
の
２
分
の
１
に
す
る

も
の
。

第
16
号
　
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
農
道
平
間
線
の
完
了
に
伴
い
、
計
画
事
業

費
を
増
額
変
更
す
る
も
の
。

第
17
号
　
神
山
町
・
佐
那
河
内
村
地
域
情
報

施
設
の
管
理
運
営
に
関
す
る
事
務
の
事
務
委

託
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
地
域
情
報
施
設
の
管
理
運
営
に
関
す
る
事

務
を
神
山
町
に
委
託
す
る
も
の
。

第
18
号
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

　
西
岡
　
優
氏
の
再
任
に
同
意
し
た
も
の
。

第
21
号
　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
中
野
　
實
氏
の
選
任
に
同
意
し
た
も
の
。

議
会

だ
よ
り

　
佐
那
河
内
村
議
会
は
、３
月
１１
日
開
会
さ
れ
、平
成
１７
年
度
佐
那
河
内
村
一
般
会

計
ほ
か
５
特
別
会
計
の
当
初
予
算
６
件
、平
成
１６
年
度
佐
那
河
内
村
一
般
会
計
ほ
か

補
正
予
算
４
件
、条
例
案
件
７
件
、単
行
案
件
２
件
、人
事
案
件
２
件
、議
員
提
出

議
案
２
件
、あ
わ
せ
て
２３
件
の
審
議
を
行
い
、原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
、３
月
２３

日
閉
会
し
ま
し
た
。
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一
般
質
問

議
員
提
出
議
案

１
号
　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
意

見
書
に
つ
い
て

２
号
　
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
政
府
が
進
め
て
い
る
日
本
の
食
料
・
農
業

政
策
に
食
の
安
全
や
環
境
問
題
に
配
慮
し
た

政
策
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
村
と
し
て
地
震
対
策
及
び
災
害
発
生

　
　
　
時
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
か
。
本
村
に
適
し
た
防
災
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
災
害
時
に
い
ち
早
く
情
報
を
伝
達
す

　
　
　
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
を
整

備
し
、
戸
別
に
情
報
が
聞
け
る
受
信
機
を
配

布
す
る
。

　
各
機
関
と
の
連
絡
体
制
を
整
え
、
近
隣
市

町
村
と
の
助
け
合
い
協
定
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
役
場
職
員
の
非
常
招
集
訓
練
も
必
要
で

あ
る
。
住
民
皆
さ
ん
の
自
主
防
災
組
織
を
つ

く
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
災
害
の
勉
強
会
な

ど
開
い
て
い
く
予
定
。

　
　
　
災
害
発
生
時
に
消
防
団
は
ど
の
よ
う

　
　
　
な
体
制
で
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
被
害
状
況
等
の
把
握
の
方
法
と
役
場

職
員
の
役
割
分
担
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
連
絡
体
制
は
、
各
消
防
団
長
・
副
団

　
　
　
長
の
携
帯
電
話
や
勤
務
先
の
電
話
を

把
握
し
て
お
き
、対
応
し
て
い
る
。
台
風
時
に

は
団
長
・
副
団
長
に
役
場
に
待
機
し
て
い
た

だ
き
、
各
分
団
へ
の
要
請
を
行
っ
た
り
、
現

地
と
の
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
職
員
の
役
割
、
連
絡
体
制
に
つ
い
て
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
っ
て
お
り
、
災
害
発
生

時
に
は
順
次
連
絡
を
と
り
、対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
救
援
物
資
、
食
料
の
備
蓄
、
水
の
確

　
　
　
保
は
ど
の
程
度
で
き
て
い
る
か
。

　
　
　
今
の
と
こ
ろ
、
救
援
物
資
・
水
・
食

　
　
　
料
の
備
蓄
は
な
い
。

　
　
　
今
後
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
対
策
と
し
て

　
　
　
21
世
紀
行
動
計
画
を
作
り
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
な
い
か
。

　
　
　
村
に
あ
る「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」と
い
え

　
　
　
る
宝
を
探
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

ま
た
そ
の
宝
を
外
へ
啓
発
、
普
及
す
る
こ
と

で
、
み
ん
な
が
共
通
し
て
、
他
に
誇
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
　
　
17
年
度
の
予
算
執
行
に
あ
た
り
、
補

　
　
　
助
金
に
つ
い
て
ど
の
程
度
検
討
し
た

か
。少
し
で
も
長
く
村
を
存
続
さ
せ
る
た
め
、

小
さ
な
補
助
金
、負
担
金
も
村
長
が
勇
断
し
、

削
減
を
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　
　
昨
年
、
団
体
補
助
金
に
つ
い
て
チ
ェ

　
　
　
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
製
し
、
点
検
し
て

い
る
。
総
合
的
に
判
定
し
、
ラ
ン
ク
付
け
を

行
い
、
補
助
金
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
こ
ろ
ま
で
事
務
を
進
め
て
い
る
。

　
全
国
的
に
も
補
助
金
の
削
減
は
進
ん
で
い

る
が
、
ま
ず
は
役
場
の
内
部
か
ら
改
革
、
削

減
を
す
る
べ
き
。

　
各
種
団
体
に
は
、
自
主
自
立
の
団
体
運
営

を
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
る
。
役
場
、
団
体
共
に
努
力
し
、
そ
れ

で
も
財
政
が
厳
し
い
と
き
に
は
補
助
金
削
減

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
一
般
廃
棄
物
を
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
の

　
　
　
で
な
く
、
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
で

き
る
品
物
と
し
て
出
せ
る
よ
う
、専
用
の
プ

レ
ハ
ブ
な
ど
を
建
て
て
、
積
極
的
に
再
使
用

を
推
進
し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
リ
ユ
ー
ス
に
つ
い
て
の
啓
発
を
推
進

　
　
　
す
る
必
要
が
あ
る
。先
進
地
に
学
び
、

取
り
組
む
こ
と
が
大
事
と
考
え
る
。
リ
ユ
ー

ス
の
た
め
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
追
上
村
有

地
で
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
内
容
、
方

法
等
に
つ
い
て
は
検
討
の
た
め
に
し
ば
ら
く

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
一
日
も
早
く
地
籍
調
査
に
と
り
く
む

　
　
　
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
是
非
と
も
地
籍
調
査
に
取
り
組
み
た

　
　
　
い
。
国
土
調
査
の
中
の
地
籍
調
査
に

つ
い
て
、
議
会
、
農
業
委
員
会
、
農
業
団
体

等
で
勉
強
会
を
立
ち
上
げ
た
い
。

　
　
　
平
成
17
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

　
　
　
て
、
ど
う
い
う
項
目
を
重
点
と
し
て

と
ら
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
予
算
編
成
上
特

に
留
意
し
た
点
は
。

　
　
　
平
成
17
年
度
予
算
の
重
点
施
策
に
つ

　
　
　
い
て

・
ゴ
ミ
収
集
経
費
の
節
減

・
住
宅
の
耐
震
診
断
調
査

・
健
康
21
計
画
に
基
づ
い
た
、
健
康
づ
く
り

　
事
業
の
推
進

・
一
ノ
瀬
地
区
、
嵯
峨
地
区
簡
易
水
道
の
統

　
合
の
実
施

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
計
画
構
想

　
及
び
事
前
調
査

・
徳
島
バ
ス
廃
止
に
伴
う
代
替
案
に
つ
い
て

・
自
主
防
災
の
推
進

・
国
土
調
査
の
事
前
調
査

・
特
別
職
の
給
与
及
び
議
会
議
員
の
報
酬
削
減

　
で
き
る
か
ぎ
り
節
減
し
、
急
ぐ
も
の
か
ら

集
中
的
に
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
村
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
。

　
　
　
①
農
業
振
興
基
本
方
針
に
つ
い
て
村

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
②
農
業
委
員
に
女

性
を
選
任
し
て
は
。
③
県
の
農
業
振
興
計
画

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
徳
島
」
に
基
づ
く
振
興
計

画
に
つ
い
て

　
　
　
①
農
協
の
拠
点
と
し
て
選
果
場
・
設

　
　
　
備
が
整
備
さ
れ
た
こ
の
機
会
に
、
今

後
の
本
村
の
農
業
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ

と
を
検
討
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
基
本
計

画
）を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

②
今
年
の
７
月
に
行
わ
れ
る
農
業
委
員
選
挙

か
、
議
会
推
薦
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
是
非

女
性
農
業
委
員
さ
ん
の
選
出
を
お
願
い
し
た

い
。
③
県
が
16
か
ら
18
年
度
に
実
施
す
る
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
農
業
振

興
の
ブ
ラ
ン
ド
品
目
の
育
成
と
し
て
34
品
目

を
選
定
し
、品
目
毎
の
産
地
の
振
興
計
画
を

た
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
地
で
振
興
、
育
成
す

る
。
村
で
は
17
年
度
に
お
い
て
、
も
も
い
ち

ご
は
高
設
育
苗
施
設
と
固
定
畝
の
栽
培
施
設
、

温
州
み
か
ん
は
マ
ル
チ
栽
培
施
設
、
し
い
た

加
藤 

秀
数 

議
員

仁
羽 

悟
郎 

議
員

中  

野   

實 

議
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尾
山 

光
雄 

議
員

質質

質

答答

答質質

質

答答

質

質

質 答

答

答 答



sanagochi

け
は
し
い
た
け
発
生
施
設
を
導
入
整
備
す
る
。

　
　
　
自
然
災
害
に
対
す
る
取
り
組
み
と
し

　
　
　
て
各
常
会
と
担
当
の
役
場
職
員
と
の

連
絡
体
制
を
つ
く
り
、
災
害
の
可
能
性
の
あ

る
地
域
の
点
検
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
役
場
職
員
と
各
地
区
の
連
絡
体
制
に

　
　
　
つ
い
て
は
検
討
。
点
検
は
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
　
　
小
中
学
校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は

　
　
　
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
専
門
警
備
員
を
配
置
し
た
り
防
犯
カ

メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　
　
　
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
徹
底
し
、

　
　
　
教
職
員
が
非
常
時
に
い
つ
で
も
行
動

が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
校
内
外
の

安
全
、
設
備
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
毎
日
見

回
り
を
行
っ
て
い
る
。

　
不
審
者
の
侵
入
に
対
し
て
は
教
職
員
が
防

犯
ブ
ザ
ー
を
持
ち
、
侵
入
者
に
気
付
か
れ
な

い
よ
う
職
員
室
に
連
絡
し
、
対
応
が
で
き
る

方
法
を
検
討
し
て
い
る
。
専
門
の
警
備
員
に

つ
い
て
は
、
予
算
が
必
要
。
民
間
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
、
経
費
が
少
な
く
、
効
果
が
上
が

る
方
法
を
研
究
し
、
早
急
に
対
応
し
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
徳
島
バ
ス
佐
那
河
内
線
廃
止
後
、
公

　
　
　
共
交
通
機
関
運
行
の
形
態
に
つ
い
て

ど
ん
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
民
間
業
者
が
現
行
路
線
を
運
行
す
る

　
　
　
と
す
れ
ば
ど
の
程
度
経
費
が
か
か
る

か
と
い
う
見
積
も
り
を
現
在
お
願
い
し
て
い

る
。
タ
ク
シ
ー
券
発
行
な
ど
選
択
肢
は
色
々

あ
る
が
、
不
特
定
多
数
の
ひ
と
に
公
共
交
通

機
関
を
提
供
し
て
い
く
と
い
う
点
か
ら
考
え

れ
ば
、
や
は
り
路
線
数
は
多
少
変
更
が
あ
っ

て
も
、
小
型
の
バ
ス
を
村
で
購
入
し
て
運
行

管
理
を
民
間
委
託
す
る
と
い
う
方
法
が
一
番

有
力
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
お
、
こ
の

原
案
が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
は
利
用
者
と
の

協
議
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　
介
護
に
係
る
費
用
の
自
己
負
担
割
合

　
　
　
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
村
民
に

影
響
が
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を

ど
う
受
け
止
め
、
ど
う
対
処
し
て
い
る
か
。

　
　
　
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
経
費
を
村
が

　
　
　
ど
こ
ま
で
負
担
で
き
る
の
か
精
査
す

る
必
要
が
あ
る
。
人
的
、
財
政
的
、
制
度
的

な
問
題
を
十
分
に
検
討
し
な
が
ら
、
次
の
介

護
保
険
制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
佐
那
河
内
独
自
の
減
免
制
度
を
ど
う

　
　
　
し
て
も
つ
く
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
村
の
負
担
増
大
が
予
測
さ
れ
る
中
、

　
　
　
独
自
の
減
免
制
度
を
つ
く
る
余
裕
は

な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
今
大
き
く
国
の
農
政
が
変
わ
っ
て
い

　
　
　
っ
て
い
る
が
、
村
長
就
任
当
初
の
農

業
に
対
す
る
表
明
は
変
わ
っ
て
い
な
い
か
。

　
　
　
前
に
答
え
た
と
お
り
、
認
定
農
業
者

　
　
　
で
あ
る
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
村

で
暮
ら
し
、
農
業
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
へ
平

等
に
支
援
を
行
い
た
い
。

　
　
　
出
産
祝
い
金
と
し
て
１
０
０
万
円
を

　
　
　
支
給
し
た
り
、
子
ど
も
の
医
療
費
を

18
歳
ま
で
無
料
化
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

こ
う
い
っ
た
流
れ
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
か
。

　
　 

 

財
政
的
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
団
体
な

　
　
　
ら
可
能
だ
が
、
本
村
の
よ
う
に
一
定

の
制
度
の
中
で
限
ら
れ
た
財
源
を
使
っ
て
い

る
団
体
に
と
っ
て
は
、
そ
こ
ま
で
支
援
を
拡

大
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、限
界
が
あ
る
。

　
　
　
乳
幼
児
医
療
費
を
７
歳
ま
で
無
料
に

　
　
　
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
乳
幼
児
医
療
を
６
歳
ま
で
無
料
に
し

　
　
　
て
ま
だ
２
年
少
々
し
か
経
っ
て
お
ら

ず
、
十
分
制
度
の
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
　
　
毎
月
１
０
０
０
〜
３
０
０
０
円
程
度

　
　
　
の
育
児
手
当
を
支
給
す
る
制
度
を
つ

く
っ
て
は
。

　
　
　
国
の
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
児
童

　
　
　
扶
養
手
当
が
あ
り
、
村
も
応
分
の
負

担
を
し
て
い
る
。
月
額
い
く
ら
と
い
う
村
単

独
の
制
度
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
風
力
発
電
が
出
来
た
と
き
、
村
内
に

　
　
　
事
務
所
も
し
く
は
出
張
所
を
構
え
て

も
ら
え
る
よ
う
要
望
し
て
欲
し
い
。

　
　 

 

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ロ
グ
ハ
ウ

　
　
　
ス
、
ヒ
ル
ト
ッ
プ
ハ
ウ
ス
を
使
っ
て

風
力
発
電
を
設
置
す
る
会
社
の
Ｐ
Ｒ
館
、
あ

る
い
は
今
後
の
教
育
啓
発
の
施
設
と
し
て
利

活
用
願
い
た
い
と
い
う
申
し
入
れ
を
計
画
当

初
か
ら
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
６
月
議
会
の
答
弁
で
、
特
区
を
い
か

　
　
　
に
活
用
で
き
る
か
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
う
い
う
取
り
組

み
を
し
た
の
か
。

　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
制
度
上
の
問
題
が
あ
る

　
　
　
が
、
現
在
特
区
に
の
れ
る
も
の
が
な

い
か
検
討
し
て
い
る
。
職
員
の
常
会
派
遣
に

よ
っ
て
得
た
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
等
を

集
約
し
、
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
が
あ
る
か
な
い
か
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
大
久
保
峠
の
道
路
改
良
を
行
う
た
め
、

　
　
　
徳
島
市
へ
協
力
依
頼
を
す
べ
き
。
ま

た
、
神
山
町
、
小
松
島
市
、
阿
南
市
に
も
応

援
を
依
頼
し
て
は
。

　
　 

 

毎
年
１
回
は
議
会
議
員
の
み
な
さ
ん

　
　
　
と
一
緒
に
徳
島
土
木
へ
陳
情
し
て
お

り
、
そ
の
他
の
機
会
を
捉
え
て
県
議
会
議
員

の
方
々
に
お
願
い
も
し
て
い
る
が
、
な
か
な

か
改
良
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
16
年
度

も
徳
土
維
持
補
修
課
は
国
へ
予
算
要
望
を
し

た
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
予
算
が

確
保
出
来
な
い
状
況
。
神
山
町
、小
松
島
市
、

阿
南
市
と
の
連
携
を
と
っ
た
要
望
活
動
は
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
２
月
21
日
の
教
育
委
員
会
の
総
合
的

　
　
　
な
評
価
は
。
２
学
期
制
の
「
前
期
・

後
期
」
の
区
分
決
定
に
つ
い
て
の
評
価
は
。

　
　
　
教
育
委
員
会
で
は
十
分
意
見
が
出
さ

　
　
　
れ
て
お
り
評
価
と
し
て
は
目
的
が
達

成
さ
れ
た
と
思
う
。
２
学
期
制
の
区
分
は
学

校
の
意
見
を
ふ
ま
え
委
員
会
で
審
議
し
た
。

内
容
は
充
分
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
教
育
長
を
中
傷
す
る
落
書
き
に
つ
い

　
　
　
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
。

　
　
　
非
常
に
残
念
に
思
う
。
今
後
も
関
係

　
　
　
各
位
の
指
導
を
受
け
、
前
向
き
に
仕

松
長 
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事
に
専
念
し
た
い
。（
教
育
長
）

　
職
務
に
専
念
し
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

る
。
今
後
も
公
務
員
と
し
て
の
姿
勢
を
持
っ

て
教
育
の
振
興
発
展
に
努
力
し
て
も
ら
い
た

い
。（
村
長
）

　
　
　
校
長
会
・
教
頭
会
を
ど
の
よ
う
に
認

　
　
　
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
校
長
会
・

教
頭
会
の
負
担
金
を
切
り
捨
て
た
論
拠
は
。

　
　
　
校
長
会
・
教
頭
会
は
横
の
連
絡
を
密

　
　
　
に
し
学
校
教
育
の
た
め
に
推
進
を
し

て
い
る
会
と
認
識
し
て
い
る
。
負
担
金
は
徳

島
県
市
町
村
寄
付
金
等
審
議
会
の
審
議
の
結

果
、
校
長
会
・
教
頭
会
と
も
廃
止
さ
れ
た
た

め
、
予
算
に
計
上
し
な
か
っ
た
。

　
　
　
修
学
旅
行
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

　
　
　
い
る
か
。ま
た
補
助
金
は
、日
韓
国
際

交
流
学
習
事
業
が
１
人
あ
た
り
約
３
万
円
、
そ

れ
に
対
し
て
修
学
旅
行
は
１
人
１
０
０
０
円

で
あ
る
の
は
少
額
す
ぎ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
修
学
旅
行
は
児
童
生
徒
に
と
っ
て
絶

　
　
　
対
に
必
要
。
修
学
旅
行
に
よ
り
広
い

知
見
と
豊
か
な
情
操
を
育
て
、
集
団
行
動
や

公
衆
道
徳
に
つ
い
て
体
験
を
積
ま
せ
る
の
に

重
要
で
す
。

　
修
学
旅
行
の
補
助
金
は
少
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
学
校
教
育
の
他
の
面
で
十
分
に
カ

バ
ー
し
て
い
る
と
思
う
。
今
後
、
日
韓
国
際

交
流
学
習
事
業
に
つ
い
て
は
、
話
し
合
い
を

持
ち
、
学
校
、
児
童
、
保
護
者
等
関
係
者
が

納
得
い
く
よ
う
な
助
成
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
教
育
課
程
の
中
で
の
体
育
の
認
識
に

　
　
　
つ
い
て
、
体
育
の
重
要
性
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
体
育
は
豊
か
な
人
間
を
育
成
す
る
土

　
　
　
台
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
小
学

生
に
は
必
要
。
16
年
度
か
ら
18
年
度
に
か
け

て
子
ど
も
の
体
力
向
上
実
践
事
業
を
取
り
組

む
。
た
だ
し
、
過
度
の
体
育
教
育
に
よ
り
体

を
痛
め
る
な
ど
弊
害
が
な
い
よ
う
に
十
分
気

を
付
け
て
相
談
し
な
が
ら
行
う
。

　
　
　
中
学
校
教
育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

　
　
　
指
導
助
言
を
し
た
か
。

　
　
　
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を
築
く
こ
と
、

　
　
　
自
分
ら
し
さ
を
追
求
す
る
自
我
の
確

立
を
め
ざ
す
こ
と
、
努
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
、
社
会
貢
献
す
る
能
力
の
育
成
、
学
力
向

上
の
た
め
の
家
庭
学
習
を
定
着
さ
せ
る
こ
と

を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　
高
校
出
願
及
び
、
合
格
は
生
徒
の
希

　
　
　
望
を
満
た
し
た
も
の
だ
っ
た
か
。

　
　
　
３
年
間
の
計
画
的
な
教
育
に
よ
っ
て

　
　
　
生
徒
自
身
が
将
来
へ
の
展
望
を
し
っ

か
り
と
把
握
で
き
て
い
る
の
で
落
ち
着
い
て

受
験
が
で
き
た
と
思
う
。
前
期
で
は
45
％
が

合
格
、
後
期
で
は
全
員
合
格
し
た
。

　
　
　
役
場
職
員
を
削
減
す
る
中
、
中
学
校

　
　
　
教
員
を
余
分
に
雇
う
根
拠
は
。

　
　
　
専
門
教
科（
音
楽
・
技
術
）の
指
導
者

　
　
　
が
必
要
な
た
め
で
あ
っ
た
た
め
。
ま

た
、地
元
教
員
が
少
な
い
中
で
、村
と
学
校
と

の
潤
滑
油
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
学

力
向
上
の
た
め
に
も
是
非
地
元
教
員
を
雇
用

し
て
欲
し
い
と
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
た
め
。

　
英
語
指
導
助
手
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
で

は
外
国
語
授
業
の
補
助
、
小
学
校
で
は
外
国

語
会
話
の
補
助
、
保
育
所
で
は
簡
単
な
絵
本

や
歌
の
指
導
、
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
毎

週
水
曜
日
に
英
会
話
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、

村
民
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
　
　
本
村
の
義
務
教
育
を
保
護
者
・
地
域

　
　
　
住
民
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
評
価

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
そ
の

評
価
に
対
す
る
対
策
は
。

　
　
　
小
規
模
校
で
あ
る
た
め
、
仲
は
良
い

　
　
　
が
競
争
心
が
少
な
く
学
力
が
つ
か
な

い
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
の
声
を
き
く
。

対
策
と
し
て
は
、
校
内
外
の
大
会
や
交
流
学

習
会
、
校
外
学
習
な
ど
へ
の
参
加
の
機
会
を

最
大
限
活
用
し
、
勉
強
や
努
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
公
平
無
私
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

　
　
　
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、
公
平
に
私
心

　
　
　
の
な
い
行
政
を
つ
と
め
る
こ
と
。

　
　
　
村
財
政
逼
迫
を
考
慮
す
る
と
村
長
の

　
　
　
報
酬
下
げ
は
当
然
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
　
平
成
16
年
度
か
ら
自
主
的
に
報
酬
を

　
　
　
減
額
し
て
お
り
、
17
年
度
も
継
続
す

る
つ
も
り
。

　
　
　
時
期
村
長
選
へ
の
出
馬
に
つ
い
て
ど

　
　
　
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
任
期
中
は
黙
々
と
仕
事
に
精
励
を
し

　
　
　
て
ま
い
り
た
い
。
今
は
、
こ
う
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
合
併
問
題
の
検
討
に
つ
い
て
、
公
約

　
　
　
と
整
合
性
に
お
い
て
な
ぜ
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
後
直
ち
に
合
併
協
議
会
を
申
し
込
ま

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
徳
島
市
は
中
核
市
構
想
に
つ
い
て
３

　
　
　
月
議
会
で
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

合
併
問
題
勉
強
会
へ
の
呼
び
か
け
は
未
だ
な

い
。
今
は
勉
強
会
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
て

い
る
。
今
後
も
議
会
の
代
表
の
議
長
と
共
に

勉
強
会
の
参
加
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
年
頭
の
あ
い
さ
つ
に
お
い
て
、
村
長

　
　
　
は
合
併
に
つ
い
て
村
民
に
何
を
知
ら

せ
た
か
っ
た
の
か
。
合
併
協
議
会
賛
成
な
の

か
反
対
な
の
か
。

　
　
　
１
年
間
村
長
と
し
て
合
併
問
題
に
ど

　
　
　
う
取
り
組
ん
だ
の
か
、
そ
う
い
う
時

間
的
な
経
過
、
そ
れ
に
通
ず
る
村
の
取
り
組

ん
で
き
た
姿
勢
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
勉

強
会
の
参
加
に
つ
い
て
村
議
会
と
歩
調
を
合

わ
せ
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
風
力
発
電
に
つ
い
て
。
ど
こ
に
何
基

　
　
　
設
定
す
る
予
定
か
。
風
力
発
電
会
社

の
本
社
又
は
事
業
所
は
ど
こ
の
市
町
村
に
構

え
る
の
か
。
村
の
財
政
に
お
い
て
実
質
的
に

プ
ラ
ス
に
な
る
金
額
の
見
通
し
は
。
環
境
評

価
制
度
に
よ
る
調
査
の
信
頼
性
は
。
観
光
資

源
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
。

教
育
に
は
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
る
か
。

　
　
　
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
並
び

　
　
　
に
四
国
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
か
ら
の

資
料
で
は
、
事
業
全
体
で
15
基
、
村
内
に
８

基
（
う
ち
村
有
地
に
５
基
）
建
設
予
定
。
事

業
所
所
の
設
置
は
現
段
階
で
は
未
定
。
事
業

所
並
び
に
教
育
啓
発
の
施
設
・
拠
点
と
し
て

村
有
施
設
を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
企
業
側
の
資
料
で
は
15
年
間
の
償
却
資
産

額
を
ト
ー
タ
ル
す
る
と
１
３
４
億
円
。
資
産

額
自
体
の
評
価
額
は
初
年
度
が
19
億
６
千
万

円
。
そ
れ
か
ら
毎
年
減
価
償
却
を
し
て
い
き
、

15
年
間
で
１
億
８
７
６
０
万
円
の
固
定
資
産

税
収
入
と
な
る
。

　
環
境
評
価
制
度
に
よ
る
調
査
の
信
頼
性
は
、

信
頼
に
足
る
書
類
作
成
と
、
手
続
き
を
経
て

許
可
を
得
な
い
と
環
境
影
響
評
価
と
い
う
の

は
事
業
化
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　
教
育
に
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
学
ぶ
た
め

質
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行事出席報告  3月   

　　　　　　           　 〈場所〉（出席者） 

１日　村健康づくり推進協議会〈農振
センター〉（西岡・仁羽正副議長・松
長文教厚生委員長）
２日　村議会全員協議会〈農振セン
ター〉（全議員）

６日　勝浦町制 50 周年記念式典〈勝浦
町〉（西岡議長）
11 日　平成 17 年第１回佐那河内村議
会定例会（全議員）
12 日　佐那河内中学校卒業式〈佐中体
育館〉（全議員）
14 日　平成 17 年第１回佐那河内村議
会定例会（第２日）（全議員）
15 日　平成 17 年第１回佐那河内村議
会定例会（第３日）（全議員）
16 日　平成 17 年第１回佐那河内村議
会定例会（第４日）（全議員）
18 日　佐那河内小学校卒業式〈佐小体
育館〉（全議員）

22 日　平成 17 年第１回佐那河内村議
会定例会（第５日）（全議員）
23 日　平成 17 年第１回佐那河内村議
会定例会（最終日）（全議員）
24 日　平成 17 年３月分例月出納検査
〈役場〉（西川・中野監査委員）
26 日　名東郡自治協会定期総会〈徳島
市〉（白木監事）
27 日　中央運動公園記念植樹実施（各
議員）
28 日　平成 17 年第１回佐那河内村老
人議会〈役場〉（各議員傍聴）

29 日　村社会福祉協議会理事会、評議
員会〈農振センター〉（西岡・高木正
副議長、松長文教厚生委員長）
同日　小松島市外三町村衛生組合議会
〈小松島市〉（西岡・佐藤組合議員）
同日　村農業委員会定期総会〈農振セ
ンター〉（尾山農業委員）
30 日　平成 16 年度戦没者追悼式〈佐
小体育館〉（全議員）

　この度、３月定例議会におきまして、佐那河

内村議会副議長に就任いたしました。今までの

経験を生かして、微力ではございますが、佐那

河内村発展のために誠心誠意、努力する所存で

ございます。村民皆様はじめ関係各位のご指導

ご鞭撻を賜りますようよろしくお願いいたします。

就 任 ご 挨 拶
　　　　　　　　　　副議長　高　木　和　夫

の
生
き
た
教
材
と
し
て
十
分
活
用
し
た
い
。

　
　
　
有
害
鳥
獣
駆
除
で
、
今
後
の
檻
の
活

　
　
　
用
方
法
と
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

　
　
　
捕
獲
用
檻
の
活
用
は
地
域
で
の
取
り

　
　
　
組
み
を
期
待
し
た
い
。
広
域
的
な
駆

除
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
周
辺
町
村
に

働
き
か
け
て
い
き
、
鳥
獣
被
害
の
な
い
体
制

作
り
に
取
り
組
み
た
い
。
ま
ず
村
内
で
地
域

ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
再
点
検
し
、
村
全
体

で
取
り
組
め
る
よ
う
推
進
し
た
い
。

　
　
　
平
成
15･

16
年
度
の
繰
越
事
業
の
繰

　
　
　
越
理
由
は
。
ま
た
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
改
善
す
る
つ
も
り
か
。
こ
の
こ
と
に
対
す

る
監
査
委
員
の
指
摘
は
。
村
長
の
予
算
編
成

及
び
施
行
方
針
は
ど
の
よ
う
に
明
文
化
さ
れ

て
い
る
か
。

　
　
　
平
成
15･

16
年
度
の
繰
越
事
業
は
過

　
　
　
疎
対
策
事
業
債
７
カ
所
、
辺
地
対
策

事
業
債
１
カ
所
、
災
害
復
旧
事
業
債
で
繰
り

越
し
が
あ
る
。制
度
上
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

出
来
る
だ
け
早
く
事
業
を
完
成
さ
せ
村
の
負

担
を
軽
く
し
た
い
。
監
査
委
員
か
ら
も
出
来

る
限
り
繰
り
越
し
を
抑
制
す
る
よ
う
指
摘
が

あ
っ
た
。
平
成
17
年
度
の
村
の
予
算
編
成
方

針
の
中
に
は
、
年
度
末
に
は
確
実
に
遂
行
す

る
も
の
と
し
、
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
な
い
よ

う
留
意
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
緊
急

性
の
高
い
も
の
か
ら
発
注
し
て
い
る
た
め
、

ど
う
し
て
も
事
業
発
注
は
年
度
末
に
差
し
迫

り
、
繰
り
越
し
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
問

題
が
出
て
く
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
　
　
職
員
に
対
す
る
指
導
の
仕
方
に
つ
い

　
　
　
て
、
村
長
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
指
導
力

が
あ
る
の
か
。

　
　
　
職
員
の
資
質
の
向
上
、
ま
た
事
務
事

　
　
　
業
の
ス
ム
ー
ズ
な
向
上
の
た
め
、
村

長
の
職
務
と
し
て
指
導
助
言
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
役
場
の
活
性
化
に
つ
い
て
ど
う
考
え

　
　
　
て
い
る
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
に
改
善

す
る
か
。

　
　
　
職
員
は
一
生
懸
命
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

　
　
　
分
担
に
応
じ
て
真
剣
に
職
務
に
忠
実

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
現
状
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、
研
修
を
積
み
重
ね
、
よ
り

良
い
職
員
と
し
て
伸
び
て
欲
し
い
。

　
　
　
嵯
峨
水
道
を
一
ノ
瀬
に
分
水
す
る
条

　
　
　
件
に
、「
水
源
を
確
保
す
る
た
め
」

「
村
が
山
林
を
買
い
取
り
、
計
画
的
に
管
理

す
る
」
と
い
う
約
束
が
あ
っ
た
が
、
全
体
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
山
林
の
購
入
、
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
　
　
今
後
十
分
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

質答質

質

質 質

答

答 答

答
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地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業

神
山
・
佐
那
河
内

引
き
込
み
工
事
の
お
願
い

Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
帳
の
発
行

　①は、同軸を使って光電変換装置

に電源を送るもので、１台目のテレビの

近くに置きます。

　②は光電変換装置です。サイズ横

23cm×高さ23.5cm×奥行き5.8cm。

加入者宅の軒下に設置します。

　
神
山
町
と
佐
那
河
内
村
が
連
携
し
て

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
、
村
内
の
公

共
施
設
を
結
ぶ
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
基
盤
整
備
事
業
、サ
ブ
セ
ン
タ
ー（
宮

前
公
民
館
）
を
拠
点
に
加
入
者
宅
近
く

の
電
柱
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
を

敷
設
す
る
加
入
者
系
光
フ
ァ
イ
バ
網
設

備
整
備
事
業
の
工
事
は
、
住
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
３
月
末
で

無
事
完
成
し
ま
し
た
。

　　
４
月
か
ら
、
加
入
申
込
み
を
い
た
だ

き
ま
し
た
家
庭
等
へ
の
引
き
込
み
工
事

が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

工
事
の
際
に
各
家
庭
に
光
電
変
換
装
置

（
写
真
）
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
設
置
場
所
は
事
前
に
各
ご
家
庭
で

決
め
て
お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
工
事
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
引
き
込
み
工
事

の
際
に
設
置
さ
せ

て
い
た
だ
く
Ｉ
Ｐ

電
話
は
、
通
常
の

電
話
機
の
よ
う
に

各
個
別
に
Ｉ
Ｐ
電

話
番
号
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
固
定
電
話
番
号

と
は
別
の
番
号
）

が
登
録
さ
れ
て
い

る
た
め
、
相
手
方

の
Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
が
分
か
ら
な
け
れ
ば

利
用
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
今
回

加
入
申
込
み
さ
れ
た
方
の
Ｉ
Ｐ
電
話

番
号
帳
は
６
月
頃
に
発
行
す
る
予
定

で
す
。

　
こ
の
Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
帳
に
Ｉ
Ｐ
電
話

番
号
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合

は
、
４
月
末
ま
で
に
村
役
場
総
務
企
画

課
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
局
に
お
い
て
地
域
ご
と
に
割
り
振

り
を
し
ま
す
。
ご
希
望
さ
れ
る
番
号
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
　
村
役
場
総
務
企
画
課
　

　
　
　
　
　
地
域
情
報
担
当

　
　
　
　
　
電
六
七
九
―
二
一
一
三

　
現
在
、神
山
町
と
佐
那
河
内
村
で
は

地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、４
月
か
ら
は
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
引
き
込
み
工
事
も
一
部
の
地

域
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星

放
送
な
ど
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
開
始
は
６
月
以
降
に
な
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
現
在
共
同
受
信
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
放
送

を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
方
で
引
き
続
き

視
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、新
た
に
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ

ー
ビ
ス
の
お
申
し
込
み
を
さ
れ
る
か
、

個
別
に
Ｂ
Ｓ
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
取

り
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
放
送
受
信
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、６

月
以
降
に
加
入
者
の
お
宅
を
訪
問
し
、

衛
星
放
送
の
受
信
に
つ
い
て
確
認
の
上
、

契
約
や
支
払
い
変
更
の
手
続
き
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、受
信
料
に
つ
き
ま
し
て
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
　
営
業
部

　
電
話
番
号
　
〇
八
八-

六
二
六-

五
九
八
〇

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
お
知
ら
せ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
ご
加
入
予
定
の
方
へ

①

②
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村役場

（
氏
名
）
　
（
　
）
内
は
旧

笠
井
　
博
美
（
議
会
事
務
局
長
）

岡
　
ミ
チ
子
（
健
康
福
祉
課
長
）

吉
本
　
　
恒
（
産
業
環
境
課
長
）

岩
角
　
敏
弘
（
建
設
課
長
）

河
野
富
士
子
（
教
育
委
員
会
主
幹
）

多
田
　
　
実
（
産
業
環
境
課
課
長
補
佐
）

麻
植
　
春
一
（
産
業
環
境
課
主
幹
）

山
本
　
利
也
（
産
業
環
境
課
主
査
）

梯
　
　
卓
義
（
建
設
課
主
査
）

橘
　
　
孝
治
（
建
設
課
係
長
）

橘
　
　
公
司
（
建
設
課
係
長
）

仲
　
　
弘
志
（
建
設
課
技
術
主
任
）

日
下
　
洋
志
（
建
設
課
技
術
主
任
）

安
冨
　
圭
司
（
産
業
環
境
課
事
務
主
任
）

西
村
　
一
義
（
産
業
環
境
課
事
務
主
任
）

岡
本
　
由
之
（
産
業
環
境
課
主
事
）

松
田
　
大
悟
（
建
設
課
主
事
）

瀧
倉
　
裕
介
（
産
業
環
境
課
主
事
補
）

井
開
つ
き
み
（
保
育
所
調
理
員
）

長
江
真
里
子
（
保
育
所
用
務
員
）

原
　
　
仁
志
（
建
設
課
主
幹
）

事

務

吏

員
　
　
　
　
　
久
米
　
浩
司

保

育

所

長
　
　
　
　
　
井
上
　
郁
代

　
（
課
名
）
　

健
康
福
祉
課

保

育

所

議
会
事
務
局

教
育
委
員
会

産
業
建
設
課

健
康
福
祉
課

産
業
建
設
課

健
康
福
祉
課

　産
業
建
設
課

健
康
福
祉
課

保

育

所

産
業
建
設
課

（
職
名
）

課

長

所

長

局

長

教
育
次
長

主

幹

課
長
補
佐

主

幹

主

査

主

査

係

長

係

長

技
術
主
任

技
術
主
任

事
務
主
任

事
務
主
任

主

事

主

事

主

事

補

用

務

員

調

理

員

課

長

　今回の機構改革により、産業環境課を建設課と健康福祉課に配分し、産業建設課と
改めました。各課の主な業務は次ページのとおりです。

【
人
事
異
動
】

【
退
　
職
】
　

【
昇
　
任
】

職員人事異動

産
業
建
設
課

倉
　
庫

ト
イ
レ

ト
イ
レ

会
議
室

健
康
福
祉
課

総
務
企
画
課

村
長
室

住　民　課出　納　室

会　議　室

農振センター

正面玄関

1Fへ→

2Fへ→

3Fへ→

会　議　室 教育委員会事務局

議会事務局
会　議　室

倉　庫

放送室

宿直室

助役室

村民ルーム電算室

図書室

社　協
事務局

調理室

玄関

679－2115 679－2113679－2114

679－2972 679－2971

679－2817

679－2152

679－2304

679－2137

○社会福祉協議会事務局

トイレ

倉　庫 1F

2F

課の配置と仕事課の配置と仕事課の配置と仕事課の配置と仕事課の配置と仕事

（
平
成
17
年
4
月
1
日
付
）
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総 務 企 画 課

議会事務局

産 業 建 設 課

住 民 課

健 康 福 祉 課

出 納 室

保 育 所

財政・人事・条例・総合計画・広報・消防防災
防災無線・交通安全・情報公開・用務

農林水産振興・商工観光・有害鳥獣・
村道・橋りょう・河川・農道・林道
県営事業・災害復旧・用水路・
農業委員会事務

戸籍・住民基本台帳・埋火葬許可・国民年金・
統計事務・人権・選挙事務・村営住宅・
村税（住民税・固定資産税・軽自動車税ほか）・
国民健康保険・老人医療・介護保険（賦課）

高齢者福祉・障害者福祉・乳児医療・
児童福祉・民生委員・生活保護・保育所・
母子保健・老人保健・予防接種・救急搬送・
介護保険（資格・給付・予防）・犬の登録・
集落排水・水道事業・公害対策・
廃棄物処理

出納事務

議会事務・監査事務

課　　長　林　　利之
主　　幹　大西　　整
課長補佐　森脇　繕輝
係　　長　下岡　　徹
係　　長　住友　桂子

係　　長　山岡　　忍
主　　事　森　　貴浩
主　事　補　伊原　和代
用　務　員　平間美代子

課　　長　原　　仁志
主　　幹　河野富士子
課長補佐　多田　　実
主　　査　山本　利也
主　　査　梯　　卓義
係　　長　橘　　孝治
係　　長　橘　　公司

技術主任　仲　　弘志
技術主任　日下　洋志
主　　事　岡本　由之
主　　事　松田　大悟

教育委員会事務局

学校給食センター

学校教育・社会教育・人権教育・
社会体育・文化財・国際交流

教育次長　岩角　敏弘
主　　幹　柴田　雅之
主　　幹　松下　　弘
教育次長補佐　松山　健児

主　　事　角田　寛子
用　務　員　栗山　郁子
用　務　員　福井　勝子

所長（兼）　小谷　洋二
学校栄養職員　北谷　周子
調　理　員　石井　幸恵
調　理　員　秋山　茂子

調　理　員　安藝　充代

課　　長　高橋　利一
主　　査　東條　浩文
係　　長　太尾　勝利
係　　長　青木　和代

係　　長　上野　浩嗣
事務主任　梶本　佳史
主　　事　岩野　高大
主　　事　尾山　智美

課　　長　笠井　博美
主　　幹　麻植　春一
課長補佐　富永　政明
課長補佐　松下　祐子
主　　査　安藝　　肇

事務主任　安冨　圭司
事務主任　西村　一義
保　健　師　佐藤　享恵
主　　事　森河　　健
主 事 補　瀧倉　裕介

事務主任　谷　　慎也

事務局長　吉本　恒

所　　長　岡　ミチ子
主任保育士　近藤つよ子
保　育　士　福永　恵子
保　育　士　上平　昇代

保　育　士　加藤　季代
保　育　士　野田　真代
用　務　員　井開つきみ
調 理 員　長江真里子

村長　松　尾　　肇 助役　伊藤　博美

教
育
長
　
小
谷
　
洋
二
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4月分からの
現金前納は
5月2日までと
なっています
のでお早めに!

《
佐
那
河
内
小
学
校
》

▼
転
出
　
（
　
）内
　
転
任
校

山
本
　
敏
子 
教
諭
（
加
茂
名
南
小
）

寺
橋
　
三
子 

養
護
教
諭
（
沖
洲
小
）

▼
転
入
　
（
　
）内
　
前
任
校

矢
野
佐
知
子 

養
護
教
諭
（
鷲
敷
小
）

渡
邊
　
公
規 

教
諭

（
鳴
門
教
育
大
学
・
大
学
院
研
修
）

《
佐
那
河
内
中
学
校
》

▼
転
出
　
（
　
）内
　
転
任
校

東
條
　
年
子 

養
護
教
諭
　
退
職

青
山
　
照
子 

教
諭
（
南
部
中
）

市
瀬
　
佐
代 

教
諭
（
羽
浦
中
）

島
田
　
信
治 

教
諭
（
八
万
中
）

▼
転
入
　
（
　
）内
　
前
任
校

松
宮
　
陽
子 

養
護
教
諭

　
　
　
　
　
　
　

（
大
松
小
）

湯
浅
　
恵
子 

教
諭
（
富
田
中
）

村
上
　
秀
樹 

教
諭
（
富
田
中
）

高
橋
　
勤
子 

教
諭
（
八
万
中
）

森
内
眞
佐
美 

教
諭
（
応
神
中
）

中
南
　
篤
志 

助
教
諭

　
　
　
　
　
　

（
小
松
島
中
）

教
員
異
動

国民
年金

納付案内書は届きましたか納付案内書は届きましたか?納付案内書は届きましたか納付案内書は届きましたか?納付案内書は届きましたか?
平成17年度分の

4月半ばまでにご自宅に届かない場合は、お近くの社会保険事務所までご連絡ください。
4月分の保険料納付期限は5月末になりますので、納付期限内に納めてください。

保険料は月額保険料は月額
13,58013,580円です円です
保険料は月額
13,580円です

　国民年金は、20歳になったら加入
することとなりますが、保険料を納め
ることが困難な学生さんには、本人
の所得が一定額以下の場合に、申
請し認められると保険料納付が猶
予される学生納付特例制度があり
ます。
　手続きは、住民票のある市町村役
場の国民年金係へ学生納付特例申
請書を提出します。
（必要なもの：学生証、年金手帳、印鑑）

納付案内書には…納付案内書には…

　便利で確実な口座振替に切り替える方は、金融機関の
確認印を押してもらって、金融機関の窓口か社会保険事
務所に申請書を提出してください。
　口座振替には翌月末振替と当月末振替があります、当
月末振替は翌月末振替より、ひと月40円割引となります。
　前納される場合には納付書で現金前納されるより、さ
らに割引があります。次回、口座により6カ月前納する
場合の時期については、平成17年9月20日までに申請書
の提出が必要です。

口座振替納付申請書が付いています。

現金前納の納付書が付いています。
●割引額4月から1年分を前納すると、

　　　　　　2,890円の割引
●割引額4月から6カ月分を前納すると、

　　　　　　　660円の割引

学生納付特例制度の
申請は毎年度必要です!

納付案内書には…納付案内書には…納付案内書には…
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第64号

　左記の預託金は、「社会福祉のために役立て

て下さい」と寄せられたものです。善意によって

膨らんだ預託金を元金とした利子を活用し地域

福祉事業等の推進のため、有意義に活用させて

いただきます。ありがとうございました。 

（敬称略）

河　野　満　子………………………金一封

　

　村社会福祉協議会では、村外の医療機関にバスで通院されている老人医療該当者の方 に々バス代を補

助していますが、平成16年度から、補助率及び補助方法を改正させて

いただきました。

変わったところ…
　① １／3補助から→１／4の補助に
　② 同日に数件の病院を回った場合については、初めの病院のみのバス代が補助対象となります。

　　　　村内～徳島駅～日赤～徳島駅～中央病院～徳島駅～村内
　　　　２つの病院に行っても村内最寄りのバス停から日赤までの往復のバス代1/4補助

　　※毎月必ず申請用紙を提出しましょう。 病院が異なる場合は、病院毎に必要です。

　　※バス通院のみ請求下さい。 
　　 身体障害者手帳をお持ちの方と、自家用通院・同乗通院は補助申請できま
　　 せん。

例１

　平成17年度も、県シルバー人材センターに加入してのＳＰ事業（一般

高齢者及び会員を対象に雇用を前提とした講習会を開く事を目的とす

る）の開催を予定しています。

　県人材センターからの協力金により村内会場で、内装講習、剪定講

習等を開催します。

　内容はその都度ご案内いたします。

　村シルバー人材センターも、村内に普及し会員数・発注者とも増加してきています。

　人材センターでは、仕事の申し込みと17年度会員の再募集をしております。

　年会費として1,000円頂きますが、これは、傷害保険の一部に充当させていただいています。

　余った時間や自分の特技を有効に活用し、楽しく・有意義に過ごしましょう。

　手間が足りず困った時には、即、人材センターへお電話下さい。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村シルバー人材センター事務局　電679-2304

社会福祉協議会
（事務局　農振センター内）

● 事務局長　笠　井　博　美
● 専 門 員　日　下　幸　子
　（福祉活動専門員、赤十字、共同募金、心配ごと相談）

● 臨 時 雇　丸　井　　　明
　（シルバー人材センター、ボランティア連絡協議会、
　　老人クラブ事務局）

● 臨 時 雇　尾　山　恵　子（学童保育）
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１
月
の
５
日
か
ら
８
日
ま
で
韓
国
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
マ

ン
シ
ョ
ン
は
、
と
て
も
き
れ
い
に
か
た
づ

い
て
い
て
、
と
て
も
あ
た
た
か
か
っ
た
で

す
。

　
三
角
山
初
等
学
校
は
、
と
て
も
大
き
い

の
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
で
も
運
動

場
は
佐
那
河
内
小
学
校
の
方
が
広
い
で
す
。

　
今
ま
で
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
達
か

ら
、
韓
国
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
達
が
行
っ
た
時
は
、
マ
イ
ナ
ス
３
度

ぐ
ら
い
だ
っ
た
け
ど
、
下
に
着
こ
ん
で
い

た
の
で
あ
ま
り
寒
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

雪
も
あ
ま
り
ふ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
帰
り

の
飛
行
機
に
乗
っ
た
時
に
だ
け
ふ
っ
て
き

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
「
い
ろ
い
ろ
な
行
事

を
し
て
い
る
時
に
ふ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
な

ー
。
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
が
韓
国
へ
行
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
、

「
み
ん
な
が
や
さ
し
い
。
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
た
ま
に
は
、
悪
い
人
も
い
る
と
思

う
け
ど
ぼ
く
達
の
お
世
話
を
し
て
く
れ
た

人
達
は
、
と
て
も
や
さ
し
か
っ
た
で
す
。

ぼ
く
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
お
う
ち
の
お

母
さ
ん
は
、
日
本
語
が
と
て
も
上
手
で
、

日
本
語
で
会
話
で
き
た
け
ど
、
友
だ
ち
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
お
う
ち
で
は
、
言
葉

が
通
じ
な
い
時
は
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
辞

書
を
使
っ
て
話
す
努
力
も
し
て
く
れ
た
そ

う
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
２
泊
３
日
の

間
ぼ
く
た
ち
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
一
生
け

ん
命
工
夫
し
て
く
れ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
こ
の
韓
国
を
訪
問
で
き
た
こ

と
は
、
と
て
も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
生
活
に
い
ろ
い

ろ
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
に
は
、

一
年
生
の
妹
が
い
る
の
で
、
妹
に
も
こ
の

い
い
経
験
を
し
て
も
ら
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

勉
強
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
韓
国
と
の
交
流
を

続
け
て
い
っ
て
、
む
こ
う
か
ら
も
佐
那
河

内
に
来
て
も
ら
っ
て
佐
那
河
内
の
こ
と
を

い
っ
ぱ
い
し
っ
て
も
ら
っ
て
、
国
は
ち
が

っ
て
も
み
ん
な
同
じ
人
間
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
仲
良
く
し
て
い
け
る
と
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、
今
年
１
月
５
日
〜
８
日
ま
で

韓
国
に
行
っ
て
日
本
と
韓
国
の
ち
が
い
を

た
く
さ
ん
見
つ
け
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
家
の
中
と
生
活
の
ち
が
い
は
、

家
の
中
に
入
る
と
ゆ
か
や
室
内
が
暖
か
く

て
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
も
い
け
る
ぐ
ら
い
で
し
た
。

食
事
の
時
は
、
お
は
し
が
鉄
だ
っ
た
の
で

重
く
て
な
か
な
か
お
か
ず
を
つ
か
め
ず
よ

く
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
か
ず
は
、

ほ
と
ん
ど
か
ら
い
食
べ
物
で
べ
ろ
が
チ
ク

チ
ク
し
て
水
を
た
く
さ
ん
飲
み
ま
す
。
そ

れ
と
び
っ
く
り
し
た
の
が
お
ふ
ろ
で
す
。

韓
国
で
は
毎
日
お
ふ
ろ
に
入
る
習
慣
が
な

い
よ
う
で
１
日
目
は
顔
と
足
し
か
洗
わ
し

て
く
れ
ず
２
日
目
は
、
か
み
と
足
し
か
洗

え
ず
体
が
ベ
ト
ベ
ト
し
て
気
持
ち
悪
か
っ

た
で
す
。
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
、
２
枚
ガ
ラ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
外
が
寒
い
か
ら

２
枚
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
は
、
街
に
行
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
ソ

ウ
ル
市
内
は
、
高
い
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン

が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
韓
国
に
地
し
ん
や
台
風

が
す
く
な
い
か
ら
建
て
た
そ
う
で
す
。
韓

国
の
店
は
、
小
さ
な
店
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

て
デ
パ
ー
ト
が
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

道
路
は
、
車
が
左
ハ
ン
ド
ル
の
た
め
走
る

車
線
が
ち
が
っ
て
い
る
こ
と
と
、
車
線
が

す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
人
通
り
が
多
い
の
に
も
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
商
店
街
の
歩
道
と
か
は
、
ぎ
ゅ

う
ぎ
ゅ
う
で
み
ん
な
と
少
し
は
ぐ
れ
た
時

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
多
い
と
す
り

に
あ
う
の
も
無
理
な
い
な
と
わ
か
り
ま
し

た
。

　
韓
国
と
日
本
で
は
、
と
な
り
の
国
な
の

に
ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
韓
国
と
日
本
の
歩
ん
で
き
た
文
化
の

ち
が
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
環
境
も
ち

が
う
の
で
そ
れ
に
て
き
応
す
る
工
夫
が
す

ご
く
あ
る
の
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
韓
国
に
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出

を
作
り
、
文
化
の
ち
が
い
を
味
わ
い
ま
し

た
。昔
、戦
争
の
た
め
敵
と
し
て
戦
い
、強

佐
那
河
内
小
学
校
6
年

日
下
　
大
輔

韓
国
と
日
本
の
ち
が
い

を
見
て
思
う
こ
と

佐
那
河
内
小
学
校
6
年

岩
倉
　
功
治

国
際
交
流

意
見
発
表

2
月
5
日（
土
）

　
第
５
回
佐
那
河
内
村
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
２
月
６
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前

日
の
２
月
５
日
に
は
、
前
夜
祭
が
開
催
さ
れ
、
恒
例
の
意
見
発
表
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た
意
見
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。
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制
労
働
を
さ
せ
た
こ
と
な
ど
も
社
会
科
で

勉
強
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
和
な
今
、

ど
こ
の
国
の
人
と
も
お
た
が
い
に
協
力
し

合
い
、
み
ん
な
が
幸
せ
な
地
球
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
こ
の
韓
国

訪
問
の
経
験
を
こ
れ

か
ら
の
人
生
に

生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
佐
那
河
内
の
た
め
に
自
分

に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

　
佐
那
河
内
村
は
、
高
齢
化
な
ど
で
年
々

村
民
の
数
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
、
徳
島
市
の
方
や
県
外
な
ど
都
会
に
行

く
人
も
多
い
で
す
。
子
ど
も
の
数
も
減
っ

て
い
て
、
昔
は
三
校
あ
っ
た
小
学
校
も
、

今
で
は
一
校
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
昔
の
佐
那
河
内
村
は
、
今
よ
り
も
人
口

が
多
く
て
、
緑
が
豊
か
で
し
た
。
今
の
佐

那
河
内
よ
り
は
、
車
や
お
店
や
機
械
は
少

な
く
て
、
少
し
ふ
べ
ん
な
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
そ
の
分
村
の
人
達
同
士
は
仲
が

良
く
て
助
け
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
佐
那
河
内
村
を
も
っ
と
も

っ
と
み
ん
な
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
村
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
佐
那
河
内
村
は
年
々

便
利
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

大
人
に
な
る
こ
ろ
、
こ
の
佐
那
河
内
村
は
、

今
よ
り
も
人
口
が
増
え
て
、
村
の
人
達
が

本
当
の
家
族
の
よ
う
に
仲
良
し
の
村
に
な

っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
他
の
町
の
人
な
ど
に
、

佐
那
河
内
村
の
よ
い
所
を
た
く
さ
ん
知
っ

て
も
ら
う
努
力
が
必
要
で
す
。
私
は
、
他

の
町
の
人
に
佐
那
河
内
の
土
地
を
し
ょ
う

か
い
し
た
り
す
る
の
は
無
理
だ
け
ど
、
佐

那
河
内
の
よ
い
所
は
た
く
さ
ん
知
っ
て
い

ま
す
。
大
川
原
高
原
や
夢
風
車
、
も
も
い

ち
ご
な
ど
、
他
に
も
よ
い
所
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
他
の
町
の
人
達
に
し

っ
て
も
ら
え
た
ら
、
観
光
客
や
、
佐
那
河

内
に
住
む
人
も
も
っ
と
増
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
佐
那
河
内
村
の
い

い
所
が
わ
か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
な
ら
、

私
だ
け
で
な
く
、
佐
那
河
内
村
の
人
々
は

と
て
も
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
佐
那
河
内
に
は
、
道
路
の
横
の
花
だ
ん

に
季
節
の
花
を
植
え
て
い
る
人
、
河
川
の

清
掃
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち
、

あ
き
カ
ン
十
字
軍
の
活
動
や
、
笑
顔
で
あ

い
さ
つ
を
か
え
し
て
く
れ
る
人
達
な
ど
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
今
は
、
そ
の
人
達
の

手
伝
い
や
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と

ぐ
ら
い
し
か
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
ん
な
す
て
き
な
人
達
が
住
ん
で
い

る
佐
那
河
内
村
を
将
来
、
私
達
の
力
で
守

り
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

佐
那
河
内
小
学
校
6
年

丸
山
　
愛
未

私
に
で
き
る
こ
と

　
こ
れ
は
、
一
九
七
五
年
〜
二
〇
〇
四
年

に
か
け
て
の
佐
那
河
内
の
人
口
の
移
り
変

わ
り
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。
佐
那
河
内

村
で
は
年
々
人
口
が
減
少
し
、
過
疎
化
が

す
す
ん
で
い
ま
す
。
全
国
の
過
疎
地
と
同

様
に
、
佐
那
河
内
村
で
も
、
過
疎
化
が
す

す
む
こ
と
で
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
他
の
地
域
に
自
慢
で
き

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
佐
那
河
内
村
の

良
い
と
こ
ろ
は
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
こ
ろ
、
住
ん
で
い
る
人
が
温
か
く
、
い

つ
で
も
気
軽
に
声
を
か
け
合
い
、
助
け
合

う
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」「
こ
ん
に

ち
は
」「
さ
よ
う
な
ら
」
な
ど
の
「
あ
い
さ

つ
」
は
、
互
い
の
心
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
村
を
支
え
る

私
た
ち
に
と
っ
て
、
「
あ
い
さ
つ
」
は
互

い
を
知
る
第
一
歩
と
な
り
、
現
在
の
温
か

な
村
を
保
ち
続
け
る
た
め
に
、
と
て
も
必

要
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
佐
那
河
内
中

学
生
は
、
私
た
ち
も
含
め
て
「
あ
い
さ
つ
」

が
十
分
で
き
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
中
学
校
で
は
、
元
気
な
学
校
を
め
ざ
し

て
、
生
徒
会
を
中
心
に
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
日
は
、
そ
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
佐
那
河
内
中
学
校
で
は
、
週
三
回
、
七

時
五
十
分
か
ら
八
時
十
分
ま
で
の
二
十
分

間
、
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
き
ま
し

た
。
昨
年
の
十
二
月
に
は
、
あ
い
さ
つ
運

動
の
成
果
と
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
の
各
自

の
考
え
を
知
る
た
め
に
、
生
徒
会
の
み
ん

な
で
考
え
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
校
で
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集

計
結
果
の
一
部
で
す
。
授
業
時
や
登
下
校

時
の
あ
い
さ
つ
は
、
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い

ま
す
が
、
小
さ
な
声
で
の
あ
い
さ
つ
が
多

い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
小
さ
な
声
で
の
あ
い
さ
つ
や
、
あ
い

さ
つ
を
し
な
い
の
は
「
は
ず
か
し
い
か
ら
」

と
か「
め
ん
ど
う
だ
」と
か「
み
ん
な
が
し

な
い
か
ら
し
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ア
ン

佐
那
河
内
中
学
二
年

日
下
裕
太
・
岩
倉
邦
明
・
安
藝
涼
夏

安
藝
瑶
子
・
北
谷
裕
美
・
丸
橋
佳
苗

吉
永
恵
久
美
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
と
心
を
つ
な
ぐ
あ
い
さ
つ
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ケ
ー
ト
で
は
、
あ
い
さ
つ
が
返
っ
て
こ
な

か
っ
た
時
や
あ
い
さ
つ
を
返
さ
な
か
っ
た

時
に
つ
い
て
も
答
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
が
一
方
通
行
の
場
合
は
、
嫌
な

感
じ
を
受
け
た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

ま
た
対
照
的
に
、
あ
い
さ
つ
が
返
っ
て
き

た
時
は
、
と
て
も
い
い
気
分
に
な
っ
た
人

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
、
も
っ
と
み
ん
な
が

気
持
ち
よ
く
過
ご
す
た
め
に
、
三
学
期
か

ら
新
し
い
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
あ
い
さ
つ
の
良
さ
を
実
感
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
た
の
と
、
も
う
す
ぐ
卒
業
し

て
し
ま
う
三
年
生
と
の
最
後
の
い
い
思
い

出
を
作
り
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
ま
ず
、
一
月
中
旬
に
は
、
生
徒
会
が
選

ん
だ
「
あ
い
さ
つ
が
心
を
結
ぶ
」
や
「
言

葉
づ
か
い
T
P
O
」
と
い
う
ビ
デ
オ
を
み

ん
な
に
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
を

見
た
後
の
感
想
に
は
、
「
自
分
で
は
、
き

ち
ん
と
あ
い
さ
つ
が
で
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
て
も
、
実
際
は
あ
ま
り
で
き
て
い
な

い
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
積
極
的
に
あ
い
さ

つ
を
し
て
い
き
た
い
。
」「
あ
り
が
と
う
な

ど
の
あ
い
さ
つ
が
い
か
に
大
切
か
が
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
、
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
」「
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
人
と

触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
」「
あ
い
さ
つ
を
す
る

と
自
分
も
相
手
も
気
持
ち
よ
く
な
る
け
ど
、

あ
い
さ
つ
を
し
な
か
っ
た
ら
、
相
手
に
失

礼
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
き
ち
ん
と
あ

い
さ
つ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
」
な
ど
、
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
て
く
れ
て
、
こ
れ
か
ら
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
く
る
感
想
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
二
月
か
ら
は
、
朝
の
あ
い

さ
つ
運
動
に
代
わ
っ
て
「
一
日
三
十
人
あ

い
さ
つ
運
動
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
運
動
は
、
一
日
の
べ
三
十
人
に
あ
い
さ

つ
を
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
各
自
が

あ
い
さ
つ
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
今
は
ま
だ
、
こ
れ
ら
の
運
動
の
成
果
が
、

大
き
く
で
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

生
徒
会
で
は
今
後
も
元
気
な
学
校
を
め
ざ

し
て
、
根
気
強
く
様
々
な
取
り
組
み
を
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
が
佐
中
か
ら
、
ま

た
村
全
体
へ
と
広
が
っ
て
、
元
気
で
温
か

な
佐
那
河
内
村
を
保
っ
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
あ
い
さ
つ
運

動
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
一
年
生
は
、
「
福
祉
」
を
テ
ー

マ
に
、
今
年
の
総
合
学
習
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
。

　
ま
ず
学
習
の
最
初
に
「
福
祉
」
に
つ
い

て
、
と
く
し
ま
県
民
活
動
プ
ラ
ザ
の
森
弘

文
先
生
か
ら
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
「
福
祉
」
と
は
「
福
」
と
い
う
字
も
、

「
祉
」
と
い
う
字
も
「
幸
せ
」
と
い
う
意

味
で
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童
も
含
め

て
み
ん
な
の
「
幸
せ
」
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
、
「
福
祉
」
だ
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
話
を
聞
い
た

後
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
今
年
は
「
高

齢
者
」
の
こ
と
を
中
心
に
「
福
祉
」
の
学

習
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
六
月
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
計
画
を

立
て
る
た
め
に
、
健
祥
会
ハ
イ
ジ
を
訪
問

し
、
施
設
の
見
学
や
高
齢
者
の
方
に
つ
い

て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

際
、
高
齢
者
福
祉
を
学
習
す
る
上
で
は
、

高
齢
者
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が

大
切
だ
と
い
う
こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
ハ
イ
ジ
の
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
従
い
、
村
内
の
高
齢
者
の
方
と
の
交

流
を
目
標
に
、
疑
似
体
験
を
し
た
り
、
接

し
方
に
つ
い
て
の
学
習
を
進
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
疑
似
体
験
で
は
、
シ
ニ
ア
ポ
ー

ズ
体
験
と
車
い
す
体
験
を
し
ま
し
た
。
シ

ニ
ア
ポ
ー
ズ
体
験
で
は
、
体
を
シ
ニ
ア
ポ

ー
ズ
と
い
う
装
具
で
固
定
し
、
あ
ま
り
身

動
き
の
で
き
な
い
状
態
に
し
て
、
歩
い
た

り
、
段
差
の
上
が
り
下
が
り
を
し
た
り
、

寝
て
い
る
状
態
か
ら
起
き
て
み
た
り
し
ま

し
た
。
こ
の
体
験
は
、
二
人
一
組
に
な
り
、

一
人
が
シ
ニ
ア
ポ
ー
ズ
を
つ
け
、
も
う
一

人
が
介
助
役
を
し
ま
し
た
。
シ
ニ
ア
ポ
ー

ズ
を
つ
け
て
い
る
時
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

手
を
借
り
な
い
と
、
な
か
な
か
思
っ
た
よ

う
に
動
く
こ
と
が
で
き
ず
苦
労
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
今
、
普
通
の
生
活
の
中
で
、
自

分
の
体
を
自
由
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
で
も
、
私
た
ち
が
普
通
に
歩
い
て
い

る
一
歩
一
歩
で
も
、
高
齢
者
の
方
に
と
っ

て
は
、
す
ご
く
大
変
な
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
車
い
す
体
験
で
は
、
車
い
す
の
扱
い
方

に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
を
見
た
後
、
五
人
か

ら
六
人
の
組
を
つ
く
り
、
車
い
す
に
乗
っ

た
り
介
助
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
車
い
す

は
、
段
差
や
坂
道
な
ど
が
一
番
大
変
で
、

介
助
が
な
い
と
、
一
人
で
は
す
ご
く
困
り

ま
し
た
。
介
助
も
階
段
で
は
誰
か
の
力
が

な
い
と
、
す
ご
く
困
り
大
変
で
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
方
へ
の
接
し
方
に
つ

い
て
は
、
田
蒔
病
院
研
究
部
長
の
津
田
祐

子
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
那
河
内
中
学
校
一
年

市
原
　
由
麻

東
條
　
千
鶴

「
福
祉
」
に
つ
い
て

　
思
う
こ
と

車
い
す

って
大変だ

よね!!
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津
田
先
生
か
ら
は
、
人
と
接
す
る
時
は
、

「
優
し
い
ま
な
ざ
し
」
で
見
る
こ
と
。
「
目

線
」
を
あ
わ
せ
る
こ
と
。
「
笑
顔
」
で
接
す

る
こ
と
。
「
触
れ
る
」
時
は
し
っ
か
り
と

触
れ
る
こ
と
。
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
学
習
の
後
、
十
月
に
は
、
健

祥
会
ハ
イ
ジ
や
村
内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
方
と
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
交
流
前
は
、
う
ま
く
交
流
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
だ

ろ
う
か
と
、
少
し
不
安
で
し
た
。
で
も
、

高
齢
者
の
方
は
、
私
た
ち
の
訪
問
を
と
て

も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
流
を
通

し
て
、
た
く
さ
ん
の
方
と
話
が
で
き
ま
し

た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か

ら
は
、
昔
の
学
校
の
こ
と
や
戦
争
の
こ
と

も
教
え
て
も
ら
い
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
が
み
ん
な
で
歌

を
歌
っ
た
時
に
は
、
歌
に
合
わ
せ
て
手
を

た
た
い
て
く
れ
た
り
、
一
緒
に
歌
っ
て
も

く
れ
、
手
品
や
ゲ
ー
ム
の
時
に
も
す
ご
く

楽
し
ん
で
く
れ
て
、
と
っ
て
も
嬉
し
く
、

心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　
総
合
学
習
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
方
の

こ
と
が
前
よ
り
よ
く
わ
か
っ
た
し
、
高
齢

者
の
方
を
も
っ
と
大
切
に
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
家
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
家
族
の
こ
と
も
、
も

っ
と
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
の
家
は
、
嵯
峨
に
あ
り
ま
す
。
家
か

ら
学
校
ま
で
は
す
ご
く
遠
い
の
で
、
お
母

さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
学
校
ま
で
車
で

送
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

家
で
は
食
事
の
用
意
や
洗
濯
を
は
じ
め
と

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
お
母
さ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
家
族
に
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い

つ
も
私
の
こ
と
を
思
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と

面
倒
を
み
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
私
は

わ
が
ま
ま
を
言
っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

困
ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
は
、
と
て
も
寂
し
そ

う
で
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
後
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
変
わ
り

な
く
私
の
面
倒
を
み
て
く
れ
ま
す
。
私
が

「
あ
り
が
と
う
。
」
と
い
う
と
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て
と
て
も
嬉
し
そ

う
な
顔
を
し
て
く
れ
ま
す
。
私
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が
大
好
き
で
す
。
笑
顔
を

見
る
た
び
、
私
も
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま

す
。
な
の
に
、
こ
ん
な
素
敵
な
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
表
情
を
曇
ら
せ
て
い
た
自
分
が
と

て
も
恥
ず
か
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
け
で
な
く
、
家
族
み
ん

な
が
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
い
ら
れ
る

よ
う
に
、
自
分
は
ど
う
す
べ
き
な
の
か
を

考
え
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
家
族
だ
け
で
な
く
、
周
り
の

た
く
さ
ん
の
人
と
も
、
ち
ゃ
ん
と
向
き
合

い
、
相
手
を
理
解
し
、
相
手
の
気
持
ち
を

よ
く
考
え
た
上
で
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
精
一
杯
し
て
、
相
手
に
と
っ
て
も
自
分

に
と
っ
て
も
「
幸
せ
」
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
、
み
ん
な
の
「
福
祉
」
を
実
現
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
自
己
紹
介
を
申
し
上
げ
ま
す
。
名
前
は

宮
佐
と
申
し
ま
す
。
漢
字
で
宮
は
宮
本
武

蔵
の
宮
で
、
佐
は
佐
々
木
小
次
郎
の
佐
で

す
。
巌
流
島
で
戦
っ
た
両
雄
の
頭
文
字
の

宮
佐
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
現
在
私
は
論
田
町
で
論
田
調
剤
薬
局
を

経
営
し
て
お
り
、
そ
こ
で
薬
剤
師
を
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
別
に
徳
島
県
薬
剤
師
会
、
副
会

長
及
び
徳
島
市
薬
剤
師
会
会
長
を
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
薬
剤
師
と
し
て
徳

島
北
高
等
学
校
、
津
田
小
・
幼
及
び
わ
か

く
さ
幼
稚
園
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
学

校
薬
剤
師
の
仕
事
は
、
学
生
が
安
全
で
健

康
な
学
校
生
活
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
た

と
え
ば
、
プ
ー
ル
の
水
が
細
菌
で
汚
れ
て

い
な
い
か
を
検
査
し
た
り
、
給
食
室
の
水

や
ま
な
い
た
、
包
丁
が
汚
染
さ
れ
て
い
な

い
か
検
査
を
し
た
り
、
教
室
の
あ
か
り
と

か
空
気
等
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

た
ば
こ
の
害
や
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開

い
て
子
ど
も
達
に
教
育
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
昭
和
20
年
終
戦
の
年
に
、
徳
島
市

助
任
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
小

学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
と
そ
こ
で
過

ご
し
、
大
学
は
大
阪
の
薬
科
大
学
に
進
み

ま
し
た
。
４
年
間
大
阪
で
過
ご
し
、
製
薬

会
社
に
就
職
致
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
５
年
間
勤
め
た
の
で
す
が
、
両

親
が
年
を
と
っ
て
い
た
事
も
あ
り
、
ま
た

母
親
が
病
気
が
ち
の
事
も
あ
っ
て
、
親
の

方
か
ら
徳
島
に
帰
っ
て
来
て
く
れ
な
い
か

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
長
男
で
も

あ
り
親
の
面
倒
も
見
な
け
れ
ば
と
の
思
い

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
昭
和
48
年
に
徳
島

に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

　
帰
っ
て
き
て
も
何
か
仕
事
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
訳
で
、
私
も
薬
剤
師
で
あ
る

の
で
薬
局
の
経
営
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

当
時
は
薬
局
を
開
局
す
る
た
め
に
は
距
離

制
限
が
あ
り
、
つ
ま
り
2
0
0
ｍ
以
上
離

れ
て
い
な
け
れ
ば
店
の
許
可
が
お
り
な
い

と
い
う
県
条
令
が
あ
っ
た
た
め
、
徳
島
市

内
で
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の

で
す
。
た
ま
た
ま
北
島
町
に
土
地
が
見
つ

か
り
、
そ
こ
に
店
舗
付
住
宅
を
建
て
、
店

を
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
昭
和
48
年
11
月
で

し
た
。
そ
の
頃
は
ま
だ
独
身
で
、
す
ぐ
に

結
婚
、
そ
し
て
男
の
子
２
人
に
も
恵
ま
れ

ま
し
た
。

　
店
の
方
も
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
も
あ

り
繁
盛
し
順
調
に
来
て
い
た
の
で
す
が
、

思
い
が
け
な
く
平
成
6
年
に
妻
が
病
気
で

な
く
な
り
ま
し
た
。
上
の
子
ど
も
が
大
学

１
年
、
下
の
子
ど
も
が
高
校
２
年
の
時
で

し
た
。
そ
の
時
は
人
生
最
大
の
ピ
ン
チ
で

し
た
。
店
を
閉
め
る
訳
に
も
い
か
ず
、
高

校
生
の
食
事
は
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

果
樹
オ
ー
ナ
ー
（
丸
田
常
会
へ
転
入
）

宮
佐
　
俊
昭

私
が
佐
那
河
内
を

選
ん
だ
理
由

わ
　
　
け



sanagochi

ま
た
弁
当
も
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で

す
。
悲
し
ん
で
い
る
暇
な
ど
な
い
で
の
す
。

結
果
的
に
は
忙
し
か
っ
た
の
が
、
良
か
っ

た
の
か
二
男
も
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
が

出
来
、
無
事
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
た
と

思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
４
年
後
の
平
成
10
年
に
友
人

で
あ
る
論
田
病
院
の
事
務
長
さ
ん
か
ら
病

院
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
調
剤
薬
局
を
や
っ

て
く
れ
な
い
か
と
の
話
が
あ
り
ま
し
て
、

私
も
薬
剤
師
に
な
っ
た
時
か
ら
医
薬
分
業
、

特
に
調
剤
に
大
変
興
味
が
あ
り
ま
し
た
の

で
一
、
二
も
な
く
お
受
け
し
た
の
で
す
。

　
話
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
進
み
、
平
成
10

年
8
月
に
現
在
地
の
論
田
町
で
調
剤
薬
局

を
オ
ー
プ
ン
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
オ
ー
プ
ン
と

同
時
に
北
島
の
店
は
閉
店
し
ま
し
た
。
た

だ
住
居
は
北
島
で
す
の
で
約
40
分
位
か
け

て
通
勤
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
時
は
子

ど
も
達
は
東
京
で
２
人
共
学
生
生
活
を
送

っ
て
い
ま
し
た
の
で
当
然
北
島
に
は
お
ら

な
い
訳
で
、
私
は
北
島
に
は
た
だ
寝
に
帰

っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。

　
半
年
位
か
よ
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
、

こ
れ
で
は
全
く
の
時
間
の
無
駄
だ
と
思
い

ま
し
て
、
論
田
の
近
所
に
ア
パ
ー
ト
を
借

り
て
住
ん
で
、
週
末
に
な
る
と
北
島
の
家

に
帰
る
と
い
う
生
活
で
し
た
が
、
な
に
ぶ

ん
ア
パ
ー
ト
は
狭
い
し
、
ま
た
生
活
を
す

る
た
め
の
最
低
限
度
の
道
具
し
か
な
く
、

こ
れ
で
は
日
々
少
し
さ
み
し
い
な
と
思
い

ま
し
て
（
約
１
年
半
位
住
み
ま
し
た
）
、

た
ま
た
ま
会
社
の
近
く
に
中
古
の
住
宅
が

あ
っ
た
の
で
、
会
社
の
仕
事
場
兼
住
宅
と

し
て
購
入
し
て
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
う

す
る
と
北
島
の
家
が
不
用
に
な
っ
た
ん
で

す
。
ま
だ
住
民
票
は
北
島
に
あ
る
の
で
す
。

そ
こ
で
子
ど
も
達
に
も
相
談
し
た
ん
で
す

が
、
仕
事
の
関
係
で
当
分
は
私
た
ち
は
徳

島
に
は
帰
れ
な
い
し
と
の
事
、
ま
た
家
は

人
が
住
ま
な
い
と
益
々
古
く
な
っ
て
使
い

物
に
な
ら
な
く
な
る
と
の
話
で
、
処
分
し

よ
う
と
の
事
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
住
民
票
の
あ
る
家
を
売
る
の
で
す
か
ら
、

当
然
新
し
く
住
む
家
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

私
は
若
い
時
か
ら
庭
が
あ
っ
て
木
が
あ
り
、

ま
た
小
さ
な
畑
が
あ
る
よ
う
な
所
に
住
ん

で
み
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
っ
た
の
で
、

出
来
た
ら
市
内
に
も
そ
う
遠
く
な
い
自
然

の
残
っ
て
い
る
土
地
を
と
思
っ
て
色
々
探

し
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
現
役
で
仕
事
を
し

て
い
る
関
係
通
勤
出
来
る
距
離
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
日
和
佐
と
か
池
田
方
面

と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
暇
を
見
つ

け
て
は
色
々
と
探
し
て
い
た
の
で
す
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
患
者
さ
ん
で
佐
那
河

内
の
東
野
さ
ん
の
お
じ
さ
ん
が
来
ら
れ
て

い
た
ん
で
す
が
、
ひ
ょ
っ
と
佐
那
河
内
村

て
ど
ん
な
所
で
す
か
？
こ
こ
か
ら
は
遠
い

所
で
す
か
？
と
い
う
風
な
話
に
な
っ
た
ん

で
す
。
　

　
私
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
徳
島
で
生
ま

れ
育
っ
て
い
な
が
ら
佐
那
河
内
村
が
ど
こ

に
あ
る
か
知
ら
な
い
ば
か
り
か
、
祖
谷
が

ど
こ
か
そ
の
辺
り
の
は
る
か
遠
い
所
と
ば

か
り
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
東
野

さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
、
こ
こ
か
ら
車
で

30
分
も
あ
れ
ば
充
分
の
所
で
す
よ
と
お
聞

き
し
て
び
っ
く
り
す
る
や
ら
で
し
た
。

　
そ
し
て
親
切
に
も
い
つ
で
も
来
て
く
れ

た
ら
村
を
案
内
し
て
あ
げ
る
と
い
っ
て
い

た
だ
き
、
あ
つ
か
ま
し
く
さ
っ
そ
く
日
曜

に
お
伺
い
し
て
快
く
案
内
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
正
し
く
市
内
か
ら
も
近
く
、
水

が
と
て
も
き
れ
い
で
自
然
が
い
っ
ぱ
い
残

っ
て
い
て
、
ま
た
気
候
が
よ
か
っ
た
と
感

じ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
話
は
ト
ン
ト

ン
拍
子
で
進
み
現
在
の
所
に
住
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
土
地
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
地
主
さ
ん
に

ぜ
ひ
土
地
を
分
け
て
欲
し
い
と
お
話
を
し

た
時
も
村
の
住
民
が
一
人
で
も
増
え
る
な

ら
と
本
当
に
快
く
、
ま
た
格
安
の
価
格
で

譲
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
住
民
の
方
の

心
の
広
さ
、
や
さ
し
さ
を
感
じ
た
時
で
し

た
。
ま
た
建
築
中
も
再
々
こ
ち
ら
に
来
て

い
た
の
で
す
が
、
近
所
の
方
々
、
お
会
い

す
る
人
達
み
ん
な
に
親
切
に
し
て
い
た
だ

き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
私
は
仕
事
の
関
係
で
こ
ち
ら
に
は

週
末
ぐ
ら
い
し
か
こ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
徳

円
寺
や
大
川
原
牧
場
の
自
然
の
す
ば
ら
し

さ
、
嵯
峨
川
の
清
流
、
そ
し
て
何
よ
り
も

村
人
の
温
か
い
人
柄
に
ふ
れ
る
に
つ
け
、

こ
の
村
に
来
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

国
道
４
３
８
号
線
　
工
事
情
報

　
昨
年
の
台
風
災
害
で
全
面
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
国
道
の
工
事
期
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

ー
工
期
ー

　
・
国
道
４
３
８
号
　
桜
久
保
地
区
　
平
成
17
年
９
月
２
日
ま
で

　
・
国
道
４
３
８
号
　
鬼
籠
野
地
区
　
平
成
17
年
10
月
17
日
ま
で

※
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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　石本さんは約30年バレーボール協会の運営
に携わられ、平成13年から４年間、理事長を勤め
られました。その長年の功績に対し表彰状が贈
られました。

3/9
（水）

　佐那河内村消費者協会から佐小6年生に卒業祝い
として筆立てが贈られました。一つ一つ丁寧に作ら
れた筆立てには、消費者協会の皆さんの「卒業おめ
でとう」という温かい気持ちが詰まっているようです。

3/13
（日）

　勝浦町で行われた、勝浦川マラソン大会に佐那河内村陸上部の10人が参加しました。1.5kmのコース
を力走、好成績をおさめました。

～佐小6年生へ
　　　筆立ての贈り物～

●小学校1・2年生の部

・男子

　日　下　翔　太 くん　優勝
　坂　田　章　太 くん　２位
・女子

　吉　田　梨　央 さん　２位

●小学校3・4年生の部

　吉　田　一　成 くん　優勝

●小学校5・6年生の部

　清　水　　　楓 さん　３位

「このような表彰

をいただけるなん

て恐縮です」

「子どもたちあって

の我 （々運営者）で

す。」

　中原さんは14年間、佐那河内村バレーボー
ルスポーツ少年団の監督として活躍されてい

ます。
　長年の功績に
対し表彰状が贈
られました。

石本　善之 さん（下字鯉ノ内）

徳島県バレーボール協会表彰

中原　俊夫 さん（下字大西）

徳島県スポーツ少年団個人表彰

石本さんのお話 中原さんのお話

sanagochi
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あなたの情報 まってます（広報係）

3/18
（金）

　毎日・地方自治大賞で佐那河内村が奨励賞を受賞、
表彰状が3月18日に授与されました。

3/30
（水）

　平成16年度戦没者追悼式を佐小体育館で行
いました。
　243の御霊に黙祷を捧げ、戦争の悲しい歴史
を繰り返さない
ことを誓いま
した。

　日本拳法岡山県総合選手権大会で岩井　亮輔さん（北山・18
歳）が一般男子段外者の部（高校生以上）で優勝、丸瀬　裕史さ
ん（荒瀬・12歳）が小学生高学年の部で3位という成績をおさめ
ました。2人は日本拳法佐那河内道場に所属しています。岩井
さんは中学2年生から、丸瀬さんは小学１年生から拳法を始め、
練習に練習を重ね、その実力を発揮してきました。
　師範の橘只行さん（仁井田）は「日本拳法はあまり目立たな

い競技だけど、佐那河内
にはたくさんの良い選手
がいます。格闘ときくと、
“怖い”というイメージを
持つ人もいると思うけれ
ど、日本拳法では護身術を
身につけることができます。また、練習により心身が強く鍛え
られる競技です。」と話されました。
　今回の大会は参加できませんでしたが、森　翔さん（中津・
16歳）も将来有望な選手だそうです。今後佐那河内村の若
き格闘家たちの活躍が期待されます。

岩井亮輔さん

「岡山国体で優勝します！」

丸瀬裕史さん

「もっと強くなるぞ！」

sanagochi
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新４年　  松　本　彩　奈　

新３年　  日　下　翔　太

新５年　  大　窪　脩　斗

新２年　  やわ田けいすけ

新６年　  東　條　文　哉　 新６年　 坂　田　麻　衣　

4月から新しく入ったおともだちです。
これから
　い～っぱい遊ぼうね

仲野咲彩ちゃん（仲野咲彩ちゃん（4歳）歳）

前畑希世紀くん（前畑希世紀くん（3歳）歳）

彦上　翔くん（彦上　翔くん（1歳）歳）

森　隆人くん（森　隆人くん（3歳）歳）

橘　温ちゃん（橘　温ちゃん（4歳）歳）

河野　円ちゃん（河野　円ちゃん（4歳）歳）

米田美玖ちゃん（米田美玖ちゃん（2歳）歳）
西村風輝くん（西村風輝くん（3歳）歳）

長尾尚輝くん（長尾尚輝くん（3歳）歳）

つぶらつぶら

のどかのどか

なおなお    き

ふうふう    き

き　せ　きき　せ　き

み　くみ　く

りゅうりゅう と
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さ　やさ　や

仲野咲彩ちゃん（4歳）

前畑希世紀くん（3歳）

彦上　翔くん（1歳）

森　隆人くん（3歳）

橘　温ちゃん（4歳）

河野　円ちゃん（4歳）

米田美玖ちゃん（2歳）
西村風輝くん（3歳）

長尾尚輝くん（3歳）

つぶら

のどか

なお  き

ふう  き

き　せ　き

み　く

りゅう と

しょう

さ　や
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　『佐那河内村の人権教育』を広報で連載以来、今回で100回を数えることになりました。
今後も、村民の皆さんに気軽に読んでいただけるよう、内容を精選しながら紙面にも工夫を
凝らしていきたいと思っていますので、ご愛読の程をよろしくお願いいたします。
　さて、年度も替わり記念すべき今回は、アメリカの家庭教育学者ドロシー・ロー・ホルト
の「子ども」という詞をご紹介したいと思います。先日、45歳の誕生日を迎えた皇太子さ
まが、記者会見で敬宮愛子さまの養育について述べた中でも紹介されていました。　　
　最近、子どもの人権問題の具体的なものとして、校内暴力やいじめ、不登校などの問題に
加え、児童虐待や子どもの性被害などが新たな社会問題として現れています。この詞は、大
人が日頃どのように子どもに接しているか、そのことが子どもの人格形成にどんなに大きく
影響を与えているのか、本当に考えさせられることばです。

批判ばかりされた　子どもは
非難することを　おぼえる

殴られて大きくなった　子どもは
力にたよることを　おぼえる

笑いものにされた　子どもは
ものを言わずにいることを　おぼえる

皮肉にさらされた　子どもは
鈍い良心の　もちぬしとなる

しかし、激励をうけた　子どもは
自信を　おぼえる

寛容にであった　子どもは
忍耐を　おぼえる

賞賛をうけた　子どもは
評価することを　おぼえる

フェアプレーを経験した　子どもは
公正を　おぼえる

友情を知る　子どもは
親切を　おぼえる

安心を経験した　子どもは
信頼を　おぼえる

可愛がられ　抱きしめられた　子どもは
世界中の愛情を感じとることを　おぼえる

子ども
ドロシー・ロー・ホルト

出典『あなた自身の社会-スウェーデンの中学教科書-』より抜粋
　　　　　　　　　　　　　　　川上　邦夫　訳　　新評論
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佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会
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救命救急センター

いざという時のために
         救急患者輸送車   専用ダイヤル 電679-3999
病　院　名 電話番号 診療科目

徳島市夜間休日急病診療所
高 木 病 院
中 西 病 院
寺 沢 病 院
松 永 病 院
協 立 病 院
木 下 病 院
中 洲 八 木 病 院
橘整形外科病院
田 村 病 院
ほりべ整形外科
中 村 整 形
新 田 整 形 外 科
麻 野 病 院

内・循・児・外・整・脳・眼・耳・皮・泌・産
内・外・整・脳
内・外・整・脳
内・循・児・外・整
内・外・脳・脊髄外科
内・外・整・脳
内・循

電625-8353
電626-3822
電662-5311
電632-3328
電668-1070
電622-7700
電625-3535
電623-2462
電663-2488
電626-2733
電652-1119
電668-6821
電674-2311

外・整
整
内・外・整
整
内・児・外・整
内・外・整
内・外・整
整
内・外・整
整
整
整
内・外

初　期　対　応
電622-3576 内・小児

病　院　名 診療科目

徳 島 市 民 病 院
田 岡 病 院
佐 藤 病 院
徳 島 健 生 病 院
水の都脳神経外科病院
手 束 病 院
川島循環器クリニック

県 立 中 央 病 院
徳島大学医学部附属病院
徳 島 赤 十 字 病 院

中・重症者対応

※徳島市夜間休日急病診療所の診療受付時間は、
　月曜日～土曜日　１９：３０～２３：３０　
　日曜日、祝日、１２月３１日～1月3日　
　　　　　　　　　9：００～１７：００・１８：００～２３：３０

在宅介護支援センター文庫のお知らせ

　在宅介護支援セン
ターでは、福祉、介
護、病気、健康、栄養、
生きがいづくりなど
に関する本の貸し出
しを行っています。
　本はハイジ1階エ
レベーター横の相談
室に備えていますの
で、ご自由にご覧くだ
さい。

　貸し出し期間は1カ月以内で、一人三冊まで
とさせていただきます。ご希望の方は在宅介護
支援センター　音井までお気軽にお申し出く
ださい。

◎お問い合わせ先

　健祥会在宅介護支援センター佐那河内

　　　　　　　　　　　　　電話679-3383

新しい人権擁護委員さんです新しい人権擁護委員さんです擁護擁護新しい人権擁護委員さんですい人権擁護委員さんです
　4月4 1日付けで法務大臣が1 酒井義明さん（中辺）（中辺）ん
に人権擁護委員を委嘱しました。

　今後、人権相談等の活動に参加していただくこと

になっています。

　任期は平成17年4月1日から平成20年3月31日まで

です。

Shall we dance？

　よしこののリズムにあわせて、みんなで楽しく踊り
ませんか。
　すだち連は一緒に楽しむ仲間を募集しています。
　初めての方、鳴り物希望者大歓迎！
　どうぞ気軽に見学に来てください。お待ちしてい
ます！
　今回1回目の練習は、55月5 土）を予定していま
す。

◆連絡先　連長　高  根　哲　電679-2401

ののリズムにあわ

連は一緒に楽しむ仲間を募集していま
の方、鳴り物希望者大歓迎！
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集し連 てい仲一緒 集仲間 集は ていし仲間 ては一 に楽 てていいま間を
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月　日

５月13日

午前10時～11時
午前11時15分～11時40分
午後1時30分～2時30分
午後2時40分～3時20分 

桜集会所
宮前公民館
嵯峨生改センター
嵯峨老人憩の家

直通ダイヤル電679-2432

●と　き／４月25日（月）　午前９時～正午まで
●ところ／農振センター２階（小和室）
●内　容／心配ごと相談・行政相談、特別相談　

●問い合わせ／健康福祉課保健師（電679-2114）

●と　き／５月９日（月）　午前９時～正午まで
●ところ／農振センター２階（小和室）
●内　容／心配ごと相談・人権擁護相談

 時　　間

４月19日

曜

金

火
午前10時～11時
午後1時30分～2時
午後2時15分～2時40分 

寺谷生改センター
保健センター
根郷老人憩の家

死亡おくやみ申し上げます（敬称略）

死亡年月日 　　氏名　　　　　　　住所　　　　　　　年齢

17.3.11　　　   　　橋　　　定　　上字中尾　　　　　77 歳

17.3.18　　　   　　　　　　　　　下字高樋　　　　　92 歳

（3月31日現在）

●と　き／４月19日（火）　
　　　　　午後１時～１時15分（受付）　
●ところ／農振センター１階（会議室）
●対　象／妊婦及びその家族（個別通知者）
●持ち物／母子手帳　ほか

●と　き／４月19日（火）　
　　　　　午後２時～２時15分（受付）　
●ところ／農振センター２階（大和室）　
●対　象／個別通知者　ほか
●持ち物／母子手帳、問診票　ほか　　

●と　き／４月26日（火）　
　　　　　午前10時～10時15分（受付）　
●ところ／農振センター２階（大和室）
●対　象／就学前の乳幼児
●持ち物／母子手帳（相談無料）

●と　き／４月26日（火）　
　　　　　午後０時50分～１時10分（受付）　
●ところ／農振センター２階（大和室　ほか）　
●対　象／個別通知者　ほか
●持ち物／母子手帳、問診票　ほか　　

～子育て支援事業～～子育て支援事業～～子育て支援事業～
●と　き：４月21日（木）、４月28日（木）
　　　　　５月12日（木・保健師相談日）
●時　間：10：00～11：30
●ところ：佐那河内保育所
●対　象：保育所に入所していない親子
●保険料（年間）：１人500円
●問い合わせ：保　育　所  電679-2217
　　　　　　　健康福祉課  電679-2114

厚生労働省大臣官房統計情報部
人口動態・保保健統計課

　厚生労働省では毎年人口動態調査を実施していま
す。この調査は出生・死亡・死産・婚姻及び離婚の各届
書をもとに、出生や死亡の状況などを調べるものです
が、国勢調査の行われる年には、届書に職業や産業（死
亡届のみ）の記入もお願いしています。
　調査結果は今後の保健福祉向上のための統計資料
として活用いたします。
　届出をされる方々にはご面倒をおかけしますが、ご
協力ください。
〈調査期間〉平成17年4月1日～平成18年3月31日ま

での1年間
〈調査対象者〉出生届・死亡届・死産届・婚姻届及び離婚  

届の届出をされる方
〈調査方法〉各届書の届出をされるときにそれぞれ職   

業を記入していただきます。また、死亡届に
は産業も併せて記入していただきます。

　届出をする市区町村の窓口で「出生届・死亡届・死産

届・婚姻届・離婚届をされる方にお願い（職業・産業例示

表）」をお渡ししますので、参考の上、記入をお願いします。

また、わからない場合は窓口でおたずねください。

　　　     障害者生活支援事業・相談所開設のご予約は
　　　     障害者支援センター 電641-5187　村健康福祉課 電679-2114　まで

PC-USER
長方形

PC-USER
テキストボックス
個人情報に関する内容のため削除しました。
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在宅夜間救急診療当番表日
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日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

在宅当番医は、旧名東郡の医師が当番を決めて、夜の患者さんに対応しています。
いったん診察して重症だと判断された場合は、入院施設のある救急医療機関に紹介するなどしています。
診療時間　午後8時～午前8時までご利用下さい。

◎4月は軽自動車税の納期です。お忘れなく！

曜

廃ビニール、古紙等収集日 8：30～11：00 追上駐車場
参観日（保）　体育活動（小）

家庭訪問（嵯峨）（小・中）

参観日・PTA総会（中）

健康相談　遠足（小1～５年）

英語活動（小）　代替休日（中）

心配ごと相談　身体計測（保）　英語活動（小）

筋力アップ教室 13：30～　心配ごと相談
英語活動（小）・家庭訪問（高樋）（小・中）

代替休日（小）

授業参観日・PTA総会（小）　河川一斉清掃 8：00～

障害者生活支援事業相談所開設  9：00～16：00 健祥会ハイジ　妊娠期歯科栄養教室
1歳児歯科相談　健康相談　英語活動（小）・家庭訪問（宮前東）（小・中）

障害者生活支援事業相談所開設  9：00～16：00 健祥会ハイジ　
乳幼児相談　1歳6カ月児・3歳児健診 　入所記念撮影10：00～（保）　英語活動（小）

障害者生活支援事業相談所開設 9：00～16：00 健祥会ハイジ　
英語活動（小）

4・5月

4/16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
5/1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

粗大廃棄物、廃家電、廃ビニール、古紙等収集日 8：30～11：00 追上駐車場
誕生会（保）　体育活動・家庭訪問（宮前西）（小・中）　学校安全（中）

わんぱく教室（開校式） 10：00～11：30（保）

園外保育・わんぱく教室 10：00～11：30（保）

廃ビニール、古紙等収集日 8：30～11：00 追上駐車場
人権の日の集会（保）　体育活動（小） 
わんぱく教室（保健師相談日） 10：00～11：30（保）
修学旅行（小6） 13日まで

清 家 医 院

徳島さくらクリニック

角 田 医 院

富 岡 医 院

坂 本 医 院

高 杉 病 院

芦 田 内 科

田 蒔 病 院

勝 野 医 院

国府藤田産婦人科

三 木 内 科

た か は し 内 科

領 家 内 科 眼 科

佐々木クリニック

文 慶 記 念 内 科

佐藤医院（入田）

国府クリニック

吉　田　医　院

新　居　内　科

清　水　内　科

幸　田　医　院

国府藤田産婦人科

久 次 米 医 院

清　家　医　院

徳島さくらクリニック

角　田　医　院

富　岡　医　院

坂　本　医　院

高　杉　病　院

芦　田　内　科

668-0026

644-2811

644-2122

642-8111

631-0627

642-7474

642-1481

642-5050

642-1031

642-1026

642-1024

643-0122

642-6070

636-5865

642-8666

644-0422

642-5920

642-1033
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ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
No．107

 　　　　　　
●4月16日（土）　10時～15時
　　山菜を味わおう（講師：松本 久市 氏）
●4月17日（日）　10時～15時
　　ヤマザクラの下で俳句を詠もう
　　　　　　　　　（講師：吉田 汀史 氏）
●4月21日（木）　10時～15時
　　新緑の山道を描いてみよう
　　　　　　　　　（講師：峰　 幸子 氏）
●4月23日（土）　10時～15時
　　「春の妖精」カタクリを見に行こう
●4月24日（日）　13時～15時
　　昆虫の観察会「春の昆虫を探し出そう」
●4月29日（金・祝）　10時～15時
　　春の植物観察会
●5月1日（日）　10時～15時
　　ツツジと野草の観察会

行 事 案 内（要予約）

　

皆
さ
ん
は
、
探
し
物
が
見
つ
か
ら
な

く
て
い
ら
い
ら
し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

私
に
と
っ
て
実
は
こ
の
生
き
物
が

そ
う
で
し
た
。
佐
那
河
内
村
村
誌
に
掲

載
さ
れ
て
お
り
周
辺
の
徳
島
市
や
小
松

島
市
で
も
見
つ
か
っ
て
い
た
の
で
生
息

し
て
る
の
は
間
違
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
ま
で
姿
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

佐
那
河
内
村
の
一
ノ
瀬
周
辺
で
、
こ

の
春
や
っ
と
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
こ
の
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で

す
。
更
に
調
べ
て
み
る
と
一
ノ
瀬
か
ら

上
八
万
町
の
西
地
に
お
い
て
大
量
の
産

卵
場
所
も
見
つ
か
り
、
県
内
で
も
そ
の

産
卵
数
は
最
大
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
小
型
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、

本
来
丘
陵
地
の
林
床
や
草
地
等
で
生
息

し
、
産
卵
期
に
な
る
と
湧
水
の
あ
る
水

溜
ま
り
・
湿
地
な
ど
に
現
れ
ま
す
。
人

間
の
生
活
に
適
応
し
て
き
て
、
今
で
は

水
田
の
畦
を
利
用
し
て
産
卵
す
る
方
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

　

産
卵
時
期
は
、
１
月
か
ら
４
月
頃
で

す
。
早
い
時
期
に
は
、
雪
の
降
る
中
で

も
周
辺
か
ら
集
ま
っ
て
来
て
産
卵
を
し

ま
す
。
産
卵
さ
れ
た
卵
は
、
卵
嚢
と
い

う
バ
ナ
ナ
の
房
状
の
透
明
な
寒
天
質
に

包
ま
れ
て
い
て
他
の
カ
エ
ル
の
卵
と
簡

単
に
区
別
が
付
け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

水
田
を
耕
す
前
に
は
、
も
う
卵
か
ら
幼

生（
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
よ
う
な
も
の
）

に
孵
化
し
て
し
ま

う
の
で
な
か
な
か

人
目
に
は
付
か
な

い
の
で
す
。

　

春
先
に
自
宅
や

周
辺
近
く
の
水
域

を
探
し
て
見
る

と
、
案
外
何
処
に

で
も
卵
は
見
つ
か

る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
県
内

で
は
絶
滅
に
瀕
し

て
い
る
生
き
物
な

の
で
、
見
つ
け
て

も
そ
の
ま
ま
そ
っ

と
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

            

（
市
原
）

お申し込み・お問い合わせ先
ネイチャーセンター（電679 － 2238）

いつも夏奈子姉ちゃんと遊んでいる陽哉くん。

元気に大きく育ってね！

　　　　　　　　　　　　 　（由紀子ママより）

平成16年4月7日生  　陽
はる　や

哉くん（1歳）
森  貴浩・由紀子さんの長男（下字尾境 45）

カスミサンショウウオ

産卵された卵嚢

第１話

　ぽかぽかのお日様と暖かい空気が眠気を誘う今日この頃。
「春だなぁ」と嬉しくなります。
　さて、3月をもって「家の周りの薬草」が残念ながら終了して
しまいました。薬草ファンの方も残念に思ったことと思います。
その後、このスペースには何を入れようか、う～んう～んと唸っ
て考えました。そしてひらめいたのが「編集後記」！
　タイトルにある、「四方山（よもやま）とは「四方八方（よもや
も）」から転じたことばで、「いろいろ」とか「雑多」という意味で
す。村の出来事や取材中の出来事など、色々なものを色々な

角度からお伝えできれば良いなと思います。
　そしていつの日かこのコーナーを楽しみ
にしてくれる人が増えれば…。どうぞよろしく
お願いします。楽しみにしてます

～広報の窓から“こんにちは”～




